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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
を
着
て

し
な
や
か
に

神宮エミの
挑戦続く

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
、
物
価

上
昇
の
生
活
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
２
０
２
５
〜
26
年
度
州

予
算
の
一
環
と
し
て
、
最
大

４
０
０
ド
ル
の
一
時
的
な
「
イ

ン
フ
レ
還
付
金
（Infl ation 

Refund

）」
を
州
民
に
支
給

す
る
と
発
表
し
た
。
対
象
は

２
０
２
３
年
の
所
得
税
申
告
を

行
っ
た
居
住
者
で
、
申
請
は
不

要
。
９
月
末
か
ら
順
次
小
切
手

が
郵
送
さ
れ
る
見
込
み
で
、
対

象
約
８
２
０
万
世
帯
が
給
付
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

還
付
小
切
手
を
受
け
取
る
資

格
が
あ
る
の
は
２
０
２
３
年

度
に
①
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
居

住
者
所
得
税
申
告
書
Ｉ
Ｔ
ー

２
０
０
１
を
提
出
し
た
、
②
以

下
の
適
格
基
準
内
の
所
得
を
報

告
し
て
い
る
、
③
他
の
納
税
者

の
確
定
申
告
で
扶
養
家
族
と
し

て
申
告
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　

申
告
ス
テ
ー
タ
ス
と
所
得
に

よ
っ
て
還
付
金
額
は
異
な
る
。

適
格
基
準
内
の
所
得
お
よ
び
還

付
金
は
以
下
の
通
り
。

　

申
告
ス
テ
ー
タ
ス
（Filing 

Status

）
が
単
身
申
告
（Single 

Filer

）
で
年
間
所
得
が

７
万
５
千
ド
ル
以
下
は
２
０
０

ド
ル
、
年
収
７
万
５
千
ド
ル
か

ら
15
万
ド
ル
以
下
は
１
５
０
ド

ル
。
夫
婦
合
算
申
告（Married 

Filing Joint

）
で
年
収
15
万

ド
ル
以
下
は
４
０
０
ド
ル
、

15
万
ド
ル
か
ら
30
万
ド
ル
は

３
０
０
ド
ル
。
夫
婦
別
申
告

（Married Filing Separate

）

で
年
収
７
万
５
千
ド
ル
以
下

は
２
０
０
ド
ル
、
７
万
５
千

ド
ル
以
上
15
万
ド
ル
以
下
は

１
５
０
ド
ル
。
世
帯
主
申
告

（Head of Household

）

で

年
収
７
万
５
千
ド
ル
以
下
は

２
０
０
ド
ル
、
７
万
５
千
ド
ル

か
ら
15
万
ド
ル
以
下
は
１
５
０

ド
ル
。
適
格
寡
婦
（
夫
）
申

告
（Qualifying Surviving 

Spouse

）
で
年
収
15
万
ド
ル

以
下
は
４
０
０
ド
ル
、
15
万
ド

ル
か
ら
30
万
ド
ル
は
３
０
０
ド

ル
。

　

配
送
期
間
は
数
週
間
に
わ
た

り
、
10
月
〜
11
月
終
盤
ま
で
か

け
て
順
次
発
送
さ
れ
る
。
州
税

の
最
新
の
申
告
書
に
記
載
さ
れ

て
い
た
住
所
宛
に
小
切
手
が
郵

送
さ
れ
る
。
２
０
２
４
年
度
の

確
定
申
告
（
タ
ッ
ク
ス
リ
タ
ー

ン
）
で
現
在
の
住
所
を
記
載
し

て
い
れ
ば
、
そ
の
住
所
に
送

ら
れ
る
。
最
近
引
越
し
た
な

ど
住
所
が
変
更
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

の
税
務
局
（Department of 

Taxation and Finance

）
の

オ
ン
ラ
イ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
で
住

所
更
新
が
可
能
。
確
定
申
告
で

州
の
所
得
税
還
付
を
銀
行
振
込

で
受
け
取
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
こ
の
還
付
金
は
物
理
的
な

小
切
手
で
郵
送
さ
れ
る
た
め
、

自
動
で
銀
行
口
座
に
入
金
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。
郵
便
物
に
注

意
す
る
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
な
小
切
手
が

郵
送
さ
れ
る
（
Ｎ
Ｙ
州
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
）

Ｎ
Ｙ
州
が
給
付
金

９
月
末
か
ら
８
２
０
万
世
帯
に
最大４００ドル

　

札
幌
出
身
で
、
全
米
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
の
バ
ル
ー
ン
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
神
宮
エ
ミ
が
11
日
、
自

身
の
ア
ー
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ

ラ
ン
ド
「EMIJINGU

」
の
最

新
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー

ク
で
発
表
し
た
。

　

テ
ー
マ
は「DIVERSITY

（
多

様
性
）
〜
ひ
と
り
ひ
と
り
が
持

つ
唯
一
無
二
の
色
と
輝
き
〜
」。

永
遠
に
は
残
ら
な
い“

バ
ル
ー

ン”

と
い
う
素
材
を
通
し
て
、

障
が
い
や
病
と
共
に
生
き
る
モ

デ
ル
た
ち
の“

今
こ
の
瞬
間
に

宿
る
命
の
輝
き”

を
表
現
し
た

作
品
の
数
々
が
、
ラ
ン
ウ
ェ
イ

を
彩
っ
た
。
片
腕
の
モ
デ
ル
、

義
足
の
モ
デ
ル
、
車
椅
子
に
乗

っ
た
モ
デ
ル
が
次
々
と
ラ
ン
ウ

ェ
イ
を
堂
々
と
進
む
。

　

起
用
さ
れ
た
モ
デ
ル
た
ち

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
と
背
景

を
持
つ
9
人
。
社
会
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
身
体
と
、
そ
の
内
に

秘
め
た
感
情
や
生
き
る
力
を
、

神
宮
エ
ミ
は
繊
細
か
つ
力
強
い

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
昇
華
さ
せ

た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
シ
ョ
ー

は
２
０
１
８
年
以
来
７
年
ぶ

り
。
コ
ロ
ナ
禍
・
闘
病
（
難
病

も
や
も
や
病
）・
出
産
と
い
っ

た
自
身
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
今
こ
の

時
代
に
こ
そ
届
け
た
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
だ
と
い
う
。

（
写
真
・
三
浦
良
一
）
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ア
メ
リ
カ
ン
ト
ラ
ッ
ド
の
メ

ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
代
名
詞

と
も
言
え
る
Ｊ
プ
レ
ス
が
11
日

午
前
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
エ
ク

ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で

２
０
２
５
年
冬
物
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
披
露
し
た
。
同
社
の
ク
リ

エ
ー
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
ソ
ン
氏
が

１
９
０
２
年
創
業
の
歴
史
に
深

く
根
ざ
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ア

メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
を
現
代
に

甦
ら
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
ア

イ
テ
ム
。
会
場
で
次
々
と
モ
デ

ル
た
ち
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ

た
。
招
待
客
た
ち
も
特
に
男
性

は
ア
イ
ビ
ー
ル
ッ
ク
で
来
場
し

た
人
が
多
く
、
会
場
は
さ
な
が

ら
ト
ラ
ッ
ド
自
慢
の
様
相
を
呈

し
た
。
親
会
社
の
オ
ン
ワ
ー
ド

Ｕ
Ｓ
Ａ
、
Ｊ
プ
レ
ス
Ｃ
Ｅ
Ｏ
兼

社
長
の
村
上
潤
氏
は
「
ブ
ラ
ン

ド
の
伝
統
を
尊
重
し
つ
つ
新
し

い
視
点
で
表
現
す
る
こ
と
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
50
年
続
く

日
本
発
の
美
容
室
「
モ
モ
タ
ロ

ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヘ
ア

サ
ロ
ン
」
が
店
舗
を
移
転
し
、

現
在 Yukie Natori Salon & 

Spa 

（
西
56
丁
目
39
番
地
）
の

２
階
で
営
業
し
て
い
る
。
同
店

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
レ
ジ
ェ
ン

ド
美
容
師
、
サ
ミ
ー
宮
本
氏
が

率
い
る
長
年
の
信
頼
と
確
か
な

実
績
に
支
え
ら
れ
た
サ
ロ
ン

で
、
世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と

文
化
が
集
ま
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
を
拠
点
に
、

日
本
人
サ
ロ
ン
の
先
駆
け
と
し

て
最
も
長
い
歴
史
を
誇
り
、
日

本
の
高
い
美
容
技
術
と
お
も
て

な
し
の
心
を
届
け
て
き
た
。   

　

新
店
舗
で
は
、
カ
ッ
ト
、
カ

ラ
ー
、
パ
ー
マ
＆
ス
ト
レ
ー

ト
、
ス
キ
ャ
ル
プ
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
と
い
っ
た
従
来
の
メ
ニ
ュ

ー
に
加
え
て
、
モ
モ
タ
ロ
ー
ヘ

ア
サ
ロ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
「SAMMY NYC

」
を
使

用
し
た
ア
ル
カ
リ
フ
リ
ー
の
酸

熱
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
施
術
を

強
化
。SAMMY NYC

は
「
健

康
で
美
し
い
毛
髪
を
再
現
・
創

造
す
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
酸
性
領
域
で
安
定
さ
せ
た

プ
ロ
ダ
ク
ト
で
安
心
・
安
全
に

施
術
を
行
い
、
多
種
多
様
な
毛

髪
を
、
健
康
で
美
し
く
再
現
・

創
造
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た

サ
ミ
ー
宮
本
氏
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
。
日
本
の
サ
ロ
ン
で
大
人
気

の
プ
ロ
ダ
ク
ト
だ
。　  

 　
現
在
、
新
店
舗
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
中
。
１
階
に
あ

る
日
本
人
経
営
の
ト
ー
タ
ル

ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン
「Yukie 

Natori Salon & Spa

」
と
の

コ
ラ
ボ
企
画
で
、
モ
モ
タ
ロ

ー
に
来
店
し
た
人
に
限
り
、

Yukie Salon

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
が
初
回
の
み
30
％
オ
フ
に
な

る
。
ま
た
、
モ
モ
タ
ロ
ー
ヘ
ア

サ
ロ
ン
の
各
種
メ
ニ
ュ
ー
も
期

間
限
定
で
割
引
中
。
女
性
カ
ッ

ト
１
２
０
ド
ル
→
90
ド
ル
、
男

性
カ
ッ
ト
80
ド
ル
→
65
ド
ル
、

子
供
カ
ッ
ト
（
12
歳
以
下
）
55

ド
ル
→
45
ド
ル
、 

リ
タ
ッ
チ
カ

ラ
ー
１
２
０
ド
ル
→
95
ド
ル
、 

デ
ザ
イ
ン
パ
ー
マ
２
０
０
ド
ル

→
１
４
０
ド
ル
、
サ
ロ
ン
ト
リ

ー
ト
メ
ン
ト
80
ド
ル
→
60
ド
ル

な
ど
、
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
も
含

め
ほ
と
ん
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
割

引
価
格
で
提
供
中
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を
。   　 

　

モ
モ
タ
ロ
ー
は
今
後
、

「Yukie Natori Salon & Spa

」

と
の
コ
ラ
ボ
企
画
も
予
定
し
て

お
り
、
ヘ
ア
ケ
ア
の
み
な
ら
ず

ネ
イ
ル
や
ス
パ
も
合
わ
せ
安
心

し
て
身
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
全
身

美
容
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
方
針
だ
。 　

　

営
業
時
間
は
、
火
〜
土
曜
が

午
前
10
時
か
ら
午
後
７
時
ま

で
、
日
曜
の
み
午
後
６
時
ま

で
。
月
曜
定
休
。
予
約
は
電
話

２
１
２
・
７
５
９
・
２
３
９
２
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

https://jp.momotaro-nyc.
com/ 

を
参
照
す
る
。

モ
モ
タ
ロ
ー
ヘ
ア
サ
ロ
ン
が
移
転    

Yukie Natori Salon & Spa 

の
2
階
で
営
業
中 

新
店
舗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
割
引
に

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ

ー
、
レ
ネ
・
カ
フ
ァ
ロ
・
ア
ト

リ
エ
は
、
ハ
イ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

業
界
に
取
り
残
さ
れ
た
と
感
じ

る
プ
ラ
ス
サ
イ
ズ
専
用
の
オ
ー

ト
ク
チ
ュ
ー
ル
デ
ザ
イ
ン
ハ
ウ

ス
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ガ
ー
メ

ン
ト
地
区
に
お
い
て
、
世
界
最

高
峰
の
職
人
に
よ
る
倫
理
的
な

製
造
プ
ロ
セ
ス
の
も
と
、
最
高

級
素
材
と
革
新
的
な
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る
。
プ
ラ

ス
サ
イ
ズ
の
モ
デ
ル
た
ち
が
ラ

ン
ウ
ェ
イ
を
闊
歩
す
る
。
そ
の

中
に
は
日
本
か
ら
登
場
の
モ
デ

ル
、
桃
果
愛
さ
ん
＝
写
真
右
上

（
撮
影
・No44

）
＝
も
混
じ
り
、

堂
々
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

桃
果 

愛
さ
ん
も
↑

プラスサイズ
ランウェイ

Ｊプレス

冬物を披露
トラッドファッション 2025

https://www.samuraimama.com/
https://jp.momotaro-nyc.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://e-kaigo.net/
https://giip-global.com/ja/
https://hinomaru-limo.com/
mailto:meiseimotors@aol.com


（3）　　 ［総　合］ 2025年（令和 7年）9月 20日（土）

www.nyseikatsu.com

　

国
連
本
部
の
日
本
庭
園
で
12

日
午
前
、
戦
後
日
本
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
「
平
和
の
鐘
」
を
鳴
ら

す
式
典
が
行
わ
れ
た
。
今
月
21

日
の
国
際
平
和
デ
ー
を
前
に
国

連
総
会
に
合
わ
せ
て
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
平
和
の
鐘

は
、
平
和
活
動
に
取
り
組
ん

だ
愛
媛
県
の
中
川
千
代
治
さ

ん
が
呼
び
か
け
て
世
界
各
国

の
コ
イ
ン
を
溶
か
し
て
作
り
、

１
９
５
４
年
に
寄
贈
し
た
。

　

式
典
で
は
グ
テ
ー
レ
ス
国
連

事
務
総
長
が
「
分
断
さ
れ
た
世

界
に
あ
っ
て
も
、
我
々
は
こ
う

し
て
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と

が
で
き
る
。
世
界
平
和
の
た
め

に
い
ま
す
ぐ
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
後
、
１

回
大
き
く
鐘
を
突
い
て
鳴
ら
し

た
。
続
い
て
ア
ナ
レ
ナ
・
ベ
ア

ボ
ッ
ク
第
80
回
国
連
総
会
議
長

が
ス
ピ
ー
チ
の
後
に
鐘
を
鳴
ら

し
た
。

　

式
典
に
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
中
川
さ
ん
の
六
女
、
高
瀬

聖
子
さ
ん
（
77
）、
日
本
庭
園

を
設
計
し
て
作
っ
た
造
園
家
の

阿
部
紳
一
さ
ん
が
出
席
し
た
。

式
典
が
終
わ
り
、
高
瀬
さ
ん
が

山
﨑
国
連
大
使
に
「
私
も
鐘
を

突
き
た
い
」
と
希
望
を
伝
え
る

と
垂
水
バ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
中

に
歓
談
中
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務

総
長
に
山
﨑
大
使
が
高
瀬
さ
ん

を
紹
介
、
大
阪
・
関
西
万
国
博

覧
会
の
会
場
で
面
会
し
た
高
瀬

さ
ん
が
笑
顔
で
挨
拶
す
る
と
、

事
務
総
長
は
高
瀬
さ
ん
と
と
も

に
手
を
取
り
合
っ
て
階
段
を
上

り
一
緒
に
鐘
を
突
く
と
い
う
一

幕
も
あ
っ
た
。高
瀬
さ
ん
は「
戦

後
80
年
と
い
う
年
が
い
い
年
に

変
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
い
が
、

世
界
は
そ
う
い
う
傾
向
に
は
な

い
。
平
和
と
い
う
も
の
を
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
立
場
で
は
な
く
個

人
の
立
場
で
考
え
れ
ば
良
い
の

で
は
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

　

国
連
本
部
１
階
の
国
連
ブ
ッ

ク
ス
ト
ア
で
は
、
国
際
平
和
に

関
す
る
世
界
中
の
書
籍
が
販
売

さ
れ
て
い
る
が
、
高
瀬
さ
ん
原

案
の
絵
本
『
コ
イ
ン
で
つ
な
ぐ

平
和
の
鐘
』（
日
英
対
訳
）
も

同
書
店
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

国
連
に
響
く
平
和
の
鐘

寄
贈
者
の
娘
、
高
瀬
さ
ん
も
事
務
総
長
と
打
つ

式典にはグテーレス国連事務総長、ベアボック国連総会議長、山﨑特命全権大使夫妻、高瀬聖子さん、阿部紳一氏らが出席した。写真：　UN Photo／Mark Garten

https://sobaya.square.site/
https://www.myhappytummyclub.com/
mailto:sushitakeoutny@gmail.com
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
mailto:toyamanyc@gmail.com
https://www.uemurachiropractic.com/
http://www.nyseikatsu.com
https://japanphilly.org/
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こ
の
連
載
は
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
人
を
読
者
対
象
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
日
本
文

化
や
マ
ナ
ー
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

日
本
に
関
す
る
話
題
な
ど
を
簡

単
な
日
本
語
で
毎
月
第
３
週
号

に
掲
載
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人

の
友
人
な
ど
に
ご
案
内
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
漢
字
を
ま
だ
習
っ

て
い
な
い
お
子
様
に
と
っ
て
も

社
会
を
知
り
、
漢
字
に
接
す
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

日に
ほ
ん本
で
は「
十
五
夜（
じ

ゅ
う
ご
や
）」
の
お
月つ
き
み見

を
楽た
の
し
み
ま
す
。
十じ
ゅ
う
ご
や
五
夜

と
は
、
満ま
ん
げ
つ月を
祝い
わ
う
夜よ
る
の

こ
と
で
す
。
丸ま
る
い
月つ
き
を
見み

な
が
ら
、
季き
せ
つ節
の
恵め
ぐ
み
に

感か
ん
し
ゃ
謝
す
る
行ぎ
ょ
う
じ事で
す
。
ス

ス
キ
を
か
ざ
り
、
月つ
き
に
似に

た
「
月つ
き
み見
だ
ん
ご
」
を
お

供そ
なえ
し
ま
す
。
サ
ト
イ
モ

や
く
だ
も
の
を
そ
え
る

地ち
い
き域
も
あ
り
ま
す
。
日に
ほ
ん本

で
は
月つ
き
の
模も
よ
う様
が
ウ
サ
ギ

に
に
て
い
る
と
考
か
ん
がえ
ら

れ
、
子こ
ど
も
た
ち
は
「
月つ
き

で
ウ
サ
ギ
が
餅も
ち
を
つ
い
て

い
る
」
と
思お
も
っ
て
い
ま
し

た
。
月つ
き
を
な
が
め
る
と
き

は
、
に
ぎ
や
か
に
さ
わ
ぐ

よ
り
静し
ず
か
に
楽た
の
し
む
の
が

日に
ほ
ん
り
ゅ
う
’

本
流
で
す
。
ま
た
、

〜
日
本
の
お
月
見
〜

備そ
な
え
あ
れ
ば
憂う
れ
い
な
し

・十五夜：jūgoya (the night of the full moon)
・ススキ :　susuki(Japanese pampas grass）
・お月見：otsukimi (moon viewing)
・満月：mangetsu (full moon)
・月見だんご：tsukimi dango (rice 
dumplings for moon viewing)
・餅つき：mochitsuki (pounding rice to 

お
供そ
な
え
し
た
だ
ん
ご
は
す

ぐ
に
食た
べ
ず
、
月つ
き
を
な
が

め
た
あ
と
に
感か
ん
し
ゃ謝し
て
い

た
だ
く
の
が
日に
ほ
ん本
な
ら
で

は
の
マ
ナ
ー
で
す
。

（
長
久
保
美
奈
、
マ
ナ
ー

講
師
）

《言葉の意味（ことばのいみ）》

文
と
イ
ラ
ス
ト　

平
田
恵
子

make rice cakes)
・備え :　sonae  （ preparation）
・準備 :　junbi　（ preparation）　　
・標語 :　hyogo 　（slogan,motto）　
・自分に言い聞かせる :jibun ni 
iikikaseru （Tell myself）
・「備えあれば憂いなし」と同じ意味
のことわざ：　Better than sorry　

　

ふ
だ
ん
か
ら
準じ
ゅ
ん
び備を
し

て
お
け
ば
、
何な
に
が
起お
き
て

も
心し
ん
ぱ
い配
は
な
い
と
い
う

教き
ょ
う
く
ん
訓
で
す
。「
備そ
な
え
」

は
準じ
ゅ
ん
び備の
こ
と
、「
憂う
れ
い
」

は
心し
ん
ぱ
い配の
意い
み味
。
も
と
は

中ち
ゅ
う
ご
く
国
の
古こ
て
ん典
（
紀き
げ
ん
ぜ
ん
元
前

７
世せ
い
き紀
）の
言こ
と
ば葉
で
す
が
、

現げ
ん
ざ
い
在
の
日に
ほ
ん本
で
も
地じ
し
ん震

や
台た
い
ふ
う風な
ど
災
さ
い
が
い
た
い
さ
く

害
対
策

の
標ひ
ょ
う
ご語と
し
て
も
広ひ
ろ
く
知し

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

仕し
ご
と
事
・
学
が
く
し
ゅ
う
習
の
場ば
め
ん面
で

も
準じ
ゅ
ん
び備の
大た
い
せ
つ切さ
を
伝つ
た
え

る
た
め
に
よ
く
使つ
か
わ
れ
て

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
の

準じ
ゅ
ん
び
備
を
し
て
「
備そ
な
え
あ
れ

ば
、
憂う
れ
い
な
し
。
さ
ぁ
、

行い
く
ぞ
！
」
と
自じ
ぶ
ん分
に
言い

い
聞き
か
せ
る
と
心
こ
こ
ろや
行
こ
う
ど
う動

に
も
余よ
ゆ
う裕
が
生
ま
れ
ま

す
。

お
父
さ
ん

ま
だ
辛
い
よ

　

Ｎ
Ｙ
市
消
防
局（
Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
）

は
９
日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
本
部

に
あ
る
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ー
ド
・

セ
ン
タ
ー
記
念
碑
に
、
米
同
時

多
発
テ
ロ
事
件
現
場
で
救
助
活

動
を
行
い
、
そ
の
後
に
関
連
疾

患
で
死
去
し
た
消
防
士
約
39
人

の
名
前
を
新
た
に
刻
ん
だ
。
同

事
件
後
に
主
に
癌
や
呼
吸
器
疾

患
で
死
去
し
た
消
防
士
の
数
は

最
低
で
も
４
０
２
人
に
上
る
。

当
日
の
式
典
で
は
ベ
ル
が
鳴
ら

さ
れ
た
の
ち
に
、
犠
牲
に
な
っ

た
す
べ
て
の
消
防
士
の
名
前
が

読
み
上
げ
ら
れ
、
英
雄
た
ち
に

敬
意
を
払
い
家
族
や
関
係
者
た

ち
が
白
い
バ
ラ
を
献
花
し
た
。

同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
24
年

犠
牲
者
新
た
に
39
人
追
加

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
領
事
館

と
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
は
、

毎
年
9
月
11
日
に
同
時
多
発
テ

ロ
事
件
で
亡
く
な
っ
た
人
へ
の

追
悼
と
地
域
奉
仕
活
動
の
日
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
今
年
も
同
事
件
か

ら
24
年
と
な
っ
た
11
日
に
、
２

つ
の
ホ
ー
ム
レ
ス
や
低
所
得
者

へ
の
食
事
提
供
を
し
て
い
る
施

設
「
ザ
・
バ
ワ
リ
ー
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（The Bowery Mission

）」
で
、
約
５
０
０
人
に
温
か
い
昼

食
と
夕
食
の
準
備
配
膳
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ａ

の
佐
藤
貢
司
会
長
を
始
め
、
30

人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
献

身
的
に
食
事
を
提
供
し
た
。

　

ま
た
同
時
多
発
テ
ロ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し

て
、
前
日
の
10
日
に
は
元
米
航

空
母
艦
の
航
空
宇
宙
博
物
館
イ

ン
ト
レ
ピ
ッ
ド
で
も
ミ
ー
ル
パ

ッ
キ
ン
グ
を
し
て
貧
し
い
子
供

た
ち
に
食
事
を
届
け
た
。

NY総領事館
JAAがボランティア
9.11地域奉仕

Dad,
it still 
hurts so much

　

米
国
同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
24
年

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゼ
ロ
に
２
本
の
光
柱

が
立
っ
た

ハ
ー
ト
型
の
紙
に
、

お
父
さ
ん
、
ま
だ
辛
い
よ
。

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
水
曜
日

の
朝
（
９
・
11
の
翌
朝
）
と
い
う

題
名
の
本
に
貼
ら
れ
て
い
て
、
遺

族
の
心
の
苦
し
み
が
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
っ
て
き
た
。

（
藤
倉
加
奈
、
写
真
撮
影
・

Gregory D’Agostino

）

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com


（5）　　 ［社　会］ 2025年（令和 7年）9月 20日（土）

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブは地域社会や世
界への貢献のためさまざまな活動をしています。

■ 第19回 秋のヘルスフェア
 ライオンズ大学：大人の教養講座シリーズ

1日でお役立ちセミナーの全てが受講できる総合講座
10月4日（土）場所：NY日系人会会館
参加無料：事前申込が必要
【第1時限】10:00～11:30
講師：山口里美「NYで考える日本の老後・相続
対策」
【第2時限】12:00～13:30
講師：井上ひろみ「モノと心の整理術」
【第3時限】13:45～15:15
講師：橋詰智博「日本の古典を歌う 大和歌曲・
万葉集」

■  秋のファミリー・ピクニック・デー
　（アップルピッキング＆BBQ）
開催日：10月5日（日） 雨天決行
集合：9:45am NY日系人会会館前（49 W 45th  St）
場所：Stuart’s Fruit Farm（アップルピッキング）
Franklin D. Roosevelt (F.D.R.) New York State Park
（ピクニック BBQ）
参加会費（バス代込み）：大人 50ドル、3-12歳 
35ドル
3 歳未満 無料（保護者の膝上にてご乗車）
※現地参加の方：大人 30ドル、3-12歳 15ドル
申し込み＆問い合わせ：Eメール info@nyjalc.org

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org

　

さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
環
境
の
事

情
に
よ
り
、幼
少
期
に
社
会
的
、

経
済
的
に
弱
者
の
立
場
に
置
か

れ
て
い
た
日
本
の
若
者
が
、
困

難
な
環
境
を
経
験
し
な
が
ら
も

勉
学
に
励
み
、
そ
し
て
大
学
生

に
な
っ
た
。

　

将
来
、
社
会
の
た
め
の
力
と

な
る
資
質
を
持
つ
学
生
10
人

が
、「
ビ
ヨ
ン
ド
ト
ゥ
モ
ロ
ー
」

の
米
国
サ
マ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
２
５
に
選
抜
さ
れ
、
こ
の

ほ
ど
来
米
、
12
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
メ
イ
ヤ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン

法
律
事
務
所
の
村
瀬
悟
氏
の
呼

び
か
け
で
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
開
か
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
日
系
社
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
界
、

教
育
関
係
の
各
方
面
か
ら
大
勢

の
人
が
集
ま
り
、
学
生
た
ち
と

対
話
し
て
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

当
日
は
、
大
学
生
た
ち
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ

た
。
あ
る
学
生
は
「
直
面
し
た

問
題
は
常
に
自
分
1
人
で
抱

え
、
1
人
で
乗
り
越
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
他
人
と
助
け
合
う
こ
と
を

年
齢
と
共
に
学
ん
だ
」と
語
り
、

ま
た
あ
る
学
生
は
「
日
本
の
目

に
見
え
な
い
社
会
的
圧
力
に
よ

っ
て
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な

る
が
、
そ
れ
に
屈
せ
ず
に
、
や

り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
、
そ
れ

を
達
成
し
、
社
会
と
シ
ェ
ア
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
た
」

な
ど
と
語
っ
た
。
ま
た
法
学
部

で
学
ん
で
い
る
女
子
学
生
は

「
今
回
米
国
の
法
律
事
務
所
を

見
学
で
き
、
日
本
と
世
界
の
間

で
活
躍
し
て
い
る
弁
護
士
の
存

在
を
知
り
、
自
分
の
未
来
が
開

け
た
思
い
が
す
る
」と
語
っ
た
。

　

こ
の
後
、
著
名
な
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
で
『
ザ
・
パ
ワ
ー
・
オ
ブ
・

マ
ネ
ー
』
の
著
者
で
も
あ
る
ポ

ー
ル
・
シ
ェ
ア
ー
ド
氏
か
ら
、

激
励
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
シ
ェ

ア
ー
ド
氏
は
（
１
）
計
画
が
な

く
て
も
心
配
す
る
な
（
２
）
自

分
の
情
熱
を
貫
け
（
３
）
後
退

を
恐
れ
る
な
（
４
）
人
間
と
の

つ
な
が
り
を
築
け
（
５
）「
分

か
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
こ
と
を

恐
れ
ず
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ー
ス
に

あ
た
れ
、
と
５
つ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
若
者
た
ち
に
贈
っ
た
。

ビ
ヨ
ン
ド
ト
ゥ
モ
ロ
ー
の
10
人

Ｎ
Ｙ
日
系
社
会
が
激
励

困難乗り越えた大学生
　

Ｎ
Ｙ
市
の
ブ
ラ
ッ
ド
・
ラ
ン

ダ
ー
会
計
監
査
官
は
４
日
、
同

市
内
を
運
行
す
る
バ
ス
の
信
頼

性
と
速
度
の
遅
さ
は
著
し
く
低

い
、と
い
う
最
新
の
報
告
書「
ラ

イ
フ
・
イ
ン
・
フ
ァ
ス
ト
・
レ

ー
ン
」
を
公
表
し
た
。

　

調
査
チ
ー
ム
は
、
２
０
２
４

年
６
月
か
ら
25
年
６
月
の
各
バ

ス
路
線
の
平
均
速
度
、
定
時
運

行
で
き
ず
数
台
の
バ
ス
が
前
の

バ
ス
に
追
い
つ
い
て
し
ま
う
バ

ン
チ
ン
グ
（
団
子
運
転
）
の
発

生
率
、
定
時
率
を
Ａ
か
ら
Ｆ
点

で
評
価
し
た
。
バ
ン
チ
ン
グ
や

遅
延
の
原
因
と
な
る
速
度
に
関

し
て
は
、
56
％
に
当
た
る
全
路

線
３
３
２
本
の
う
ち
１
８
６
本

が
「
著
し
く
平
均
を
下
回
っ
て

い
る
」
と
し
て
Ｄ
以
下
の
評
価

を
受
け
た
。
８
％
に
当
た
る
27

本
は
Ｂ
以
上
で
、
Ａ
評
価
だ
っ

た
の
は
わ
ず
か
７
本
だ
っ
た
。

地
区
別
で
は
、
渋
滞
が
原
因
で

時
速
が
ほ
ぼ
徒
歩
ペ
ー
ス
の
５

マ
イ
ル
以
下
に
も
な
る
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
内
走
行
の
路
線
は
４
分

の
３
（
73
％
）
が
Ｄ
ま
た
は
Ｆ

評
価
で
、
最
も
速
度
が
遅
い
路

線
の
上
位
５
位
は
す
べ
て
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
路
線
が
占
め
て
い

る
。
バ
ン
チ
ン
グ
に
関
し
て
は

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
が
最
も
発
生
率

が
高
い
15
％
だ
っ
た
。

　

合
格
評
価
を
受
け
た
の
は
全

路
線
の
う
ち
わ
ず
か
１
４
４
本

で
、
最
も
評
価
が
高
か
っ
た

路
線
は
Ｑ
35
、
Ｍ
60
、
Ｓ
Ｂ

Ｓ
、
Ｂ
Ｘ
29
、
Ｂ
31
、
Ｓ
Ｉ
Ｍ

26
、
Ｂ
84
、
Ｓ
89
と
な
っ
た
。

報
告
書
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://comptroller.nyc.
gov/reports/life-in-the-
slow-lane/

を
参
照
す
る
。

の
ろ
の
ろ
運
転
す
ぎ
る

Ｎ
Ｙ
の
路
線
バ
ス
に
低
評
価

シェアード氏と語りあう学生たち
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
選
（
11

月
投
開
票
）
を
め
ぐ
り
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
の
ホ
ウ
ク
ル
知
事

（
民
主
党
）
は
、
ゾ
ー
ラ
ン
・

マ
ム
ダ
ニ
候
補
（
民
主
党
）
を

支
持
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
９
月
14
日
付
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

欄
に
掲
載
さ
れ
た
論
説
の
中
で

明
ら
か
に
し
た
。

　

ホ
ウ
ク
ル
知
事
は
、「
私
が

ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
氏
を
支

持
す
る
理
由
」
と
題
す
る
論
説

の
中
で
、
彼
と
率
直
な
話
し
合

い
を
重
ね
て
き
た
と
し
、
意
見

の
相
違
も
あ
っ
た
が
「
子
供
た

ち
が
地
域
社
会
で
安
全
に
育

ち
、
あ
ら
ゆ
る
家
庭
が
機
会
に

恵
ま
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い

う
目
標
を
掲
げ
、
私
と
同
じ
よ

う
に
そ
の
決
意
を
共
有
す
る
リ

ー
ダ
ー
」
と
の
認
識
に
至
っ
た

と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、「
警
察
官
が
街
路

と
地
下
鉄
の
安
全
を
守
る
た
め

に
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
活
用
す
べ

き
で
あ
る
」
こ
と
、
ま
た
「
反

ユ
ダ
ヤ
主
義
と
闘
い
、
街
の
安

全
を
守
る
と
い
う
共
通
の
決

意
」
を
確
か
め
た
と
い
う
。
さ

ら
に
、「
マ
ム
ダ
ニ
氏
と
私
は
、

大
統
領
の
極
端
な
政
策
に
（
中

略
）、
恐
れ
る
こ
と
な
く
立
ち

向
か
う
つ
も
り
だ
」
と
書
い
て

い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
マ
ム
ダ

ニ
氏
は
14
日
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
民
の
懐
に
お
金
を
戻
し
、

家
族
を
養
う
た
め
に
誰
も
が
街

を
離
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
、
よ
り
安
全

で
力
強
い
Ｎ
Ｙ
市
を
築
く
と
い

う
彼
女
の
実
績
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
の
声
明
を
出
し
た
。

　

当
初
よ
り
マ
ム
ダ
ニ
氏
を
支

持
し
て
い
た
民
主
党
内
の
進
歩

派
（
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
）
の
バ

ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス
上
院
議

員
（
バ
ー
モ
ン
ト
州
選
出
）
は

９
月
６
日
の
政
治
集
会
で
、
名

指
し
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

チ
ャ
ッ
ク
・
シ
ュ
ー
マ
ー
上
院

民
主
党
院
内
総
務
、ハ
キ
ー
ム
・

ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
下
院
少
民
主
党

院
内
総
務
ら
民
主
党
指
導
部
お

よ
び
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
知

事
ら
穏
健
派
が
マ
ム
ダ
ニ
氏
支

持
を
明
確
に
し
て
い
な
い
こ
と

を
批
判
し
た
。
今
回
、
ホ
ウ
ク

ル
知
事
は
そ
れ
に
応
え
た
格
好

だ
。
マ
ム
ダ
ニ
氏
は
６
月
の
民

主
党
予
備
選
挙
で
Ｎ
Ｙ
州
元
知

事
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ
氏

を
破
り
、
そ
れ
以
来
世
論
調
査

で
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
る
。
キ

ニ
ピ
ア
ッ
ク
大
学
が
９
月
10
日

発
表
し
た
世
論
調
査
に
よ
る

と
、
支
持
率
は
マ
ム
ダ
ニ
氏
が

45
％
、
ク
オ
モ
前
Ｎ
Ｙ
州
知
事

（
無
所
属
）
が
23
％
、
カ
ー
テ

ィ
ス
・
ス
リ
ワ
氏
（
共
和
党
）

が
15
％
、
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム

ス
市
長
（
無
所
属
）
が
12
％
と

な
っ
て
い
る
。

ホ
ウ
ク
ル
知
事

マ
ム
ダ
ニ
氏
支
持
を
表
明

NY 市長選

mailto:info@jaany.org
mailto:info@nyjalc.org
http://www.nyjalc.org
https://comptroller.nyc.gov/reports/life-in-the-slow-lane/
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英
語
が
聞
き
取
り
に
く
い
、

ま
た
は
通
じ
に
く
い
原
因
の
一

つ
に
、
日
本
語
に
は
な
い
「
母

音
の
違
い
」
が
あ
る
。
こ
の
課

題
に
焦
点
を
あ
て
た
特
別
レ
ッ

ス
ン
「
英
語
の
母
音 

完
全
マ

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（51）

　

駐
在
と
し
て
赴
任
し
て
か
ら

間
も
な
く
１
年
。
不
安
と
不
眠

を
訴
え
る
Ｇ
さ
ん
に
お
会
い
し

ま
し
た
。
学
生
時
代
も
含
め
、

趣
味
等
を
通
し
て
友
人
と
の
交

流
を
保
ち
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
日
本
と
は
異
な
る
業
務
内

容
へ
の
対
応
や
言
葉
の
壁
な
ど

が
立
ち
塞
が
り
現
地
で
の
交
友

関
係
は
皆
無
。
職
場
と
自
宅
を

往
復
す
る
毎
日
で
す
。 

 　
唯
一
の
楽
し
み
は
就
学
前

の
子
供
と
家
族
３
人
で
出
か
け

る
週
末
。
け
れ
ど
最
近
は
日
々

を
ほ
ぼ
ワ
ン
オ
ペ
で
過
ご
し
、

週
末
は
の
ん
び
り
し
た
い
奥
様

と
の
心
の
す
れ
違
い
も
生
じ
て

い
ま
す
。 

 　
セ
ッ
シ
ョ
ン
中
、
色
々
な

提
案
を
さ
せ
て
戴
く
度
に
熱
心

に
メ
モ
を
取
る
姿
が
印
象
的
な

Ｇ
さ
ん
。
気
真
面
目
さ
が
現
在

の
難
し
さ
を
助
長
し
て
い
る
よ

う
に
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
規

則
正
し
い
食
事
や
運
動
な
ど
で

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
と
共

に
、
自
宅
の
庭
の
手
入
れ
な
ど

「
小
さ
な
達
成
感
」
が
目
標
で

す
。
早
急
な
解
決
は
理
想
で
す

が
非
現
実
的
、
と
お
話
し
し
ま

し
た
。 

　

多
く
の
場
合
、
私
た
ち
は
環

境
の
変
化
に
起
因
す
る
鬱
症
状

や
不
安
、
食
欲
不
振
や
不
眠
な

ど
を
自
然
な
形
で
対
処
し
て
い

ま
す
。
け
れ
ど
、
適
応
が
追
い

つ
け
な
い
と
気
持
ち
が
焦
り
、

劇
的
な
回
帰
を
模
索
し
、
更
な

る
ス
ト
レ
ス
を
呼
び
込
む
、
と

い
う
悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。
経

験
を
積
ん
だ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は

現
状
へ
の
新
し
い
向
き
合
い
方

を
探
る
お
手
伝
い
が
で
き
ま

す
。

 

（
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理
療
法
士
、LCSW,CASAC

保
持
）

適
応
障
害 

ス
ラ
イ
ド
メ
ソ
ッ
ド

発
音
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

ス
タ
ー
」
が
10
月
４
日
（
土
）

と
５
日
（
日
）
の
午
前
７
時

か
ら
９
時
ま
で
、Zoom

を
用

い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行
わ

れ
る
。 

講
師
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
29
年
、
発
音
指
導
歴

24
年
の
モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ
氏
。

独
自
に
体
系
化
し
た
発
音
指

導
法
「
ス
ラ
イ
ド
メ
ソ
ッ
ド
」

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ

３
０
０
０
人
以
上
の
日
本
人
に

発
音
指
導
を
行
っ
て
き
た
。
著

書
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発 

最
強

英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
』
は
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
Ｅ
メ

ー
ル
はteam@slidemethod.
com 

ま
で
。

　

ワ
ー
ル
ド
・
酒
デ
ー
・
Ｎ
Ｙ

Ｃ
２
０
２
５
と
題
し
た
日
本
酒

イ
ベ
ン
ト
が
10
月
３
日
（
金
）、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ウ
イ
リ
ア
ム

ズ
バ
ー
グ
の
ザ
・
Ｗ
・
ロ
フ
ト
・

ル
ー
フ
ト
ッ
プ
で
開
催
さ
れ

る
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
５

回
目
を
迎
え
、
日
本
全
国
か
ら

30
以
上
の
蔵
元
が
参
加
し
、
厳

選
さ
れ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
日
本
酒

を
提
供
す
る
。
来
場
者
は
日
本

酒
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
だ
け
で

な
く
、
文
化
・
食
・
音
楽
・
ア

ー
ト
が
融
合
し
た
多
彩
な
体
験

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

主
な
見
ど
こ
ろ
は
、 

30
以
上

の
蔵
元
に
よ
る
日
本
酒
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
、 

受
賞
歴
多
数
の
バ

ー
テ
ン
ダ
ー @takuma0w 

に

よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル
、

ミ
シ
ュ
ラ
ン
星
付
き
レ
ス
ト

ラ
ン
の
ソ
ム
リ
エ @ssung_

k 
特
別
ゲ
ス
ト
出
演
、
ラ
イ
ブ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト @hiroshimasud 

× @
yamamotoinnyc 

に
よ
る
ポ

ー
ト
レ
ー
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
、 @

ikuma_design 

に
よ
る
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
ト
な

ど
。
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り
券
65

ド
ル
。（
15
種
類
の
テ
イ
ス
テ

ィ
ン
グ
、
日
本
酒
グ
ラ
ス
＆
オ

リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
付

き
）。
主
催
者
の
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
さ

ん
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
秋
の

夜
に
、
日
本
酒
と
と
も
に
文
化

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
祝
う
特
別

な
時
間
を
ぜ
ひ
ご
一
緒
く
だ
さ

い
」
と
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

　

購
入
リ
ン
ク
は
公
式
サ
イ

ト/Instagram

プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
よ
り
。
本
紙
・
週
刊

Ｎ
Ｙ
生
活
読
者
限
定
割
引

コ
ー
ド
（
20
％
割
引
）
は　

NYSEIKATSU20 

申
し
込
み

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

worldsakedaynyc2025.
eventbrite.com

　

箏
演
奏
家
の
石
榑
雅
代
が
10

月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
か

ら
４
時
ま
で
五
番
街
の
和
菓

子
店
、
源
吉
兆
庵
（
五
番
街

６
０
４
番
地
）
で
公
開
演
奏
す

る
。
同
店
で
演
奏
す
る
の
は
今

回
３
回
目
。
今
回
は
琴
と
三
味

線
で
、
宮
崎
ア
ニ
メ
シ
リ
ー

ズ
、
き
ら
き
ら
星
と
桜
の
即
興

な
ど
の
演
奏
を
す
る
。
同
演
奏

会
は
、
店
内
の
演
奏
会
だ
が
鑑

賞
無
料
。

　

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
ロ
ー
ニ

ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
40

丁
目
32
番
地
）
で
20
世
紀

の
日
本
版
画
展
「Modern 

Perspectives: W
oodblock 

Prints of the 20th Century

」

が
始
ま
っ
た
。
今
年
創
業
50
周

年
の
同
画
廊
が
一
年
が
か
り
で

展
開
す
る
木
版
画
史
シ
リ
ー
ズ

の
４
節
目
だ
。
江
戸
時
代
の
浮

世
絵
と
同
じ
木
版
な
が
ら
、
西

洋
絵
画
の
技
法
や
構
図
を
取
り

入
れ
て
格
段
に
進
化
し
た
20
世

紀
の
版
画
（「
新
版
画
」
と
「
創

作
版
画
」）
を
数
万
点
あ
る
自

社
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
厳
選
。

近
代
木
版
画
の
魅
力
を
余
す
と

こ
ろ
な
く
伝
え
る
。

　

江
戸
時
代
に
歌
川
広
重
や
葛　

飾
北
斎
が
確
立
し
た
浮
世
絵
の

風
景
画
は
、
西
洋
美
術
の
陰
影

法
を
取
り
入
れ
た
吉
田
博
や
川

瀬
巴
水
ら
に
受
け
継
が
れ
、
日

没
時
や
雪
景
色
な
ど
繊
細
な
光

線
を
再
現
。
印
象
派
絵
画
の
よ

う
な
没
入
感
を
醸
し
出
し
て
い

る
。
喜
多
川
歌
麿
や
鈴
木
春
信

の
築
い
た
伝
統
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム

の
要
素
を
掛
け
合
わ
せ
た
伊
東

深
水
（
女
優
朝
丘
雪
路
の
父
）

ら
の
美
人
画
は
、
大
正
〜
昭
和

初
期
に
絶
大
な
人
気
を
博
し

た
。
浮
世
絵
か
ら
発
祥
し
た
日

本
独
自
の
木
版
技
術
が
外
国
の

美
意
識
を
受
け
入
れ
て
新
た
な

表
現
に
進
化
す
る
様
が
よ
く
わ

か
る
。

　

12
日
に
開
か
れ
た
同
展
の
Ｖ

Ｉ
Ｐ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
コ

レ
ク
タ
ー
ら
50
人
以
上
が
詰
め

か
け
た
。
画
廊
内
で
は
ア
メ
リ

カ
で
も
最
も
入
手
困
難
と
い
わ

れ
る
ブ
レ
ン
ド
ウ
ィ
ス
キ
ー

「
サ
ン
ト
リ
ー
響
21
」
の
特
別

試
飲
も
行
わ
れ
た
。
版
画
と
同

様
、
日
本
と
海
外
の
異
文
化
ブ

レ
ン
ド
が
生
ん
だ
現
代
の
職
人

芸
に
、
参
加
者
一
同
舌
鼓
を
打

っ
た
。
会
期
は
10
月
30
日
ま
で

開
場
時
間
：
月
曜
日
〜
金
曜
日
、

午
前
11
時
か
ら
6
時
ま
で
。

（
中
村
英
雄
、
写
真
も
）

小早川清「近代時世粧シリーズのうち
『ほろ酔い』（1930年）

川瀬巴水「大阪・天王寺」（1922年）

ワールド酒デーNYC
日
本
か
ら
30
以
上
の
蔵
元
が
参
加

本
紙
読
者
２
割
引
ご
優
待
券
発
売
中

10
月
３
日

20
世
紀
の
日
本
版
画
展

ロ
ー
ニ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
10
月
30
日
ま
で
開
催
中

西
洋
絵
画
的
な
浮
世
絵
技
法
と
構
図

石
榑
雅
代
が
公
開
演
奏

五
番
街
の
源
吉
兆
庵
で　

10
月
11
日
鑑
賞
無
料

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
http://myriverside.net/home
tel:2122136069
http://www.yamagatadental.net/
mailto:team@slidemethod.com
https://worldsakedaynyc2025.eventbrite.com
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メ
ン
バ
ー
が
素
晴
ら
し
い
歌
声

を
披
露
し
て
会
を
盛
り
上
げ

た
。

　

晩
餐
会
に
は
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
国
総
領
事
館
の
森
美
樹

夫
大
使
も
参
加
し
て
、
Ｊ
Ｍ
Ｓ

Ａ
の
活
動
に
感
謝
す
る
と
挨
拶

を
し
た
。

　

今
年
の
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
を

受
け
取
っ
た
学
生
は
15
人
。
そ

の
内
の
一
人
、MUFG-JMSA

ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
を
受
賞
し
た

シ
カ
ゴ
の
イ
リ
ノ
イ
州
立
大
学

医
学
部
4
年
生
・
安
達
果
穂
さ

ん
（
26
）
は
「
本
当
に
こ
の
よ

う
な
賞
を
頂
け
て
あ
り
が
た
い

で
す
。
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
日
本
人

と
し
て
ア
メ
リ
カ
で
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年

1
年
の
授
業
料
の
助
け
に
な

る
」
と
話
し
た
。
来
年
か
ら
レ

ジ
デ
ン
シ
ー
と
し
て
病
院
で
研

修
を
す
る
と
い
う
。

　

Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
会
長
の
加
納
麻
紀

医
師
は
「
今
回
の
テ
ー
マ
は
み

ん
な
が
コ
ネ
ク
ト
す
る
『
ワ
ー

キ
ン
グ
・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
』。

み
ん
な
が
一
緒
に
一
か
ら
力
を

合
わ
せ
る
。
ド
ナ
ー
や
サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
の
協
力
が
な
い
と
前

に
進
ま
な
い
の
で
皆
様
に
は
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

米
国
日
本
人
医
師
会
は

１
９
７
３
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

近
郊
の
日
本
人
医
師
を
中
心
に

設
立
さ
れ
た
非
営
利
団
体
。
多

種
多
彩
な
医
療
従
事
者
に
よ
る

北
米
の
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
活
動
し
、
米
国
で
生

活
す
る
邦
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

の
貢
献
を
主
な
目
的
と
し
て
い

る
。

　

同
時
多
発
テ
ロ
の
９
１
１
や

コ
ロ
ナ
禍
、
東
北
大
震
災
の

３
１
１
に
は
東
北
に
も
駆
け
付

け
る
な
ど
、
患
者
の
心
の
ケ
ア

や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
支
援
も

行
っ
て
い
る
。

　
　
（
石
黒
か
お
る
・
写
真
も
）

米
国
日
本
人
医
師
会

第
53
回
晩
さ
ん
会
開
催

医学生たちを応援AIとともに
働く時代
JAAビジネスウーマンの会

　
Ｊ
Ａ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン

の
会
は
10
月
３
日
（
金
）
午
後

６
時
か
ら
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
ホ

ー
ル（
西
45
丁
目
49
番
地
５
階
）

に
て
「
Ａ
Ｉ
と
と
も
に
働
く
時

代
へ
〜
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｉ
政
策

と
雇
用
へ
の
影
響
、
小
売
業
界

現
場
の
変
化
を
見
る
〜
」
と
題

し
た
講
演
会
を
開
催
す
る
。

　

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
生
成

Ａ
Ｉ
の
幅
広
い
普
及
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
企
業
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
大

型
レ
イ
オ
フ
、
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

に
よ
る
従
業
員
数
の
削
減
な

ど
、
Ａ
Ｉ
導
入
と
そ
の
影
響
が

急
速
に
拡
が
る
中
、
仕
事
の
あ

り
方
も
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
講
演
会
は
、
前
半
に
ジ
ェ

ト
ロ
Ｎ
Ｙ
情
報
技
術
部
長
兼
情

報
処
理
推
進
機
構
Ｎ
Ｙ
事
務
所

長
の
伊
藤
香
織
氏
が
、
米
国
政

府
の
Ａ
Ｉ
政
策
の
直
近
動
向
と

雇
用
環
境
の
変
化
を
解
説
。
後

半
は
リ
テ
ー
ル
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス

ト
の
平
山
幸
江
氏
が
、
米
国
労

働
市
場
で
４
人
に
１
人
が
働
く

小
売
業
界
で
の
Ａ
Ｉ
導
入
と
現

場
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
定
員

50
人
。
参
加
費
は
30
ド
ル
。
問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
Ｅ
メ

ー
ルevent@jwb-ny.org

ま

で
。

10
月
３
日
Ｊ
Ａ
Ａ
で
講
演
会

　

米
国
日
本
人
医
師
会
（
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ

カ
／
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ)

の
第
53
回
晩

餐
会
と
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
が
主
催
す
る

医
学
部
の
学
生
へ
の
ス
カ
ラ
ー

シ
ッ
プ
受
賞
者
の
表
彰
式
が
12

日
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
・
ク
ラ
ブ
で
、
行
わ
れ

た
。
多
く
の
医
師
や
医
療
関
係

者
の
ほ
か
、
同
会
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
日
系
企
業
関
係
者
ら
が
参

加
し
た
。

　

Ｆ
Ｃ
Ｉ
の
久
下
香
織
子
さ
ん

が
、
司
会
進
行
を
務
め
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
は
ハ
ー
レ
ム
の
音

楽
と
歴
史
と
魂
を
受
け
継
ぐ
名

門
の
合
唱
団
、
ハ
ー
レ
ム
・
ボ

ー
イ
ズ
＆
ガ
ー
ル
ズ
合
唱
団
の

2025 年　JMSA 奨学金受賞者
　2025 年 JMSA 奨学金受賞者は次のとおり。
◇本庄 JMSA スカラシップ
九野絢子さん（マウントサイナイ・イカーン医
科大学大学院）、白井那奈子さん（ハーバード医
科大学大学院）、カリッサ白井亜希チェスキーさ
ん（ベイラー医科大学大学院）
◇三井USA JMSA スカラシップ
藤田あさひさん（ハーバード医科大学）、
齋藤真氣さん（ワシントン大学医学部）、
庄舞子さん（ジョージタウン大学医学部）
◇キニチ＆トヨコ・シブタニ　JMSA スカラシップ
平田浩聖さん（マウントサイナイ・イカーン医
科大学研究員）
◇カレン・ミチコ・クリング・JMSA スカラシップ
深堀響子さん（ピッツバーグ小児病院レジデント）
◇コーリン　JMSA スカラシップ
藤原裕（ロウズウエル・パーク・コンプリヘン
シブ・キャンサーセンター・フェロー）
◇マチコ＆カズタカ・モリ　JMSA スカラシップ
キャサリン・ゾーさん（クレイトン大学医学部）
◇MUFG JMSA スカラシップ
安達果穂さん（イリノイ医科大学）
◇日本生命　JMSA スカラシップ
太田光紀さん（ハーバード医科大学）、
荒居愛茉さん（コロラド大学医学部）
◇ニシオカ慈善基金 JMSA スカラシップ
朴秀夏さん（バンダービルト大学医学部）、
佐々木あきみさん（ニューヨーク医科大学）

将来の日系医師に
奨学金を授与

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
９
月
30
日
か
ら
、
電
子
化

し
た
証
明
書
の
発
給
対
象
を
拡

大
す
る
。
従
来
の
在
留
証
明
に

加
え
、
婚
姻
、
離
婚
、
出
生
な

ど
の
身
分
事
項
に
か
か
る
証
明

が
新
た
に
発
給
対
象
と
な
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
電
子
化
証
明

書
を
申
請
し
た
場
合
、
申
請
者

は
在
外
公
館
の
窓
口
に
一
度
も

行
く
こ
と
な
く
証
明
書
を
受
け

取
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
（
所

要
日
数
は
必
要
書
類
が
揃
っ
て

か
ら
約
３
日
か
ら
５
日
程
度
。

手
数
料
の
支
払
い
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

決
済
）。

　

な
お
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

総
領
事
館
の
領
事
窓
口
に
お
い

て
、
従
来
ど
お
り
証
明
書
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
る
。
同
館

窓
口
で
申
請
し
た
場
合
、
原
則

と
し
て
申
請
当
日
に
即
日
発
給

し
て
い
流
の
で
、
こ
ち
ら
も
併

せ
ご
利
用
で
き
る
（
要
予
約
）。

　

詳
細
は
次
の
同
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
。
発
給
対
象

と
な
る
証
明
書
の
拡
大
に
つ

い

て　

https://www.ny.us.
emb-japan.go.jp/itpr_ja/
News_091625.html

　

証
明
の
種
類
と
申
請
方
法
＞

　

https://www.ny.us.
em
b-japan.go.jp/itpr_

ja/11_000001_00476.
html

電子化証明書
発給対象を拡大
ＮＹ日本総領事館

https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://www.maxjob.com/
mailto:event@jwb-ny.org
mailto:event@jwb-ny.org
mailto:event@jwb-ny.org
mailto:event@jwb-ny.org
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00476.html
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/News_091625.html
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何
が
そ
ん
な
に
お
か
し
い
の

か
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
ジ
ー
ン
ズ
姿

の
若
者
４
人
が
、
体
を
ね
じ
っ

て
笑
い
転
げ
な
が
ら
、
目
の
前

を
通
り
過
ぎ
て
い
く
。
ヘ
ア
バ

ン
ド
か
ら
ス
ニ
ー
カ
ー
ま
で
ピ

ン
ク
色
に
ま
と
め
あ
げ
た
５
歳

く
ら
い
の
女
の
子
が
、
も
う
一

方
の
手
に
コ
ー
ヒ
ー
を
持
っ
た

母
親
ら
し
き
女
の
人
に
、
手
を

引
か
れ
て
歩
い
て
い
る
。
ふ
た

り
の
少
し
前
を
行
く
父
親
ら
し

き
男
の
人
が
振
り
返
り
、
か
が

ん
で
女
の
子
に
何
や
ら
話
し
か

け
る
。

　

左
手
の
角
で
は
、
胸
の
大
き

く
開
い
た
、
膝
丈
の
黒
い
ド
レ

ス
に
身
を
包
ん
だ
若
い
女
の
人

が
、
黒
い
ス
ー
ツ
姿
の
男
の
人

と
手
を
つ
な
い
で
、
信
号
を
待

っ
て
い
る
。

　

夏
の
夕
暮
れ
、
私
は
ひ
と
り

で
カ
フ
ェ
に
入
り
、
通
り
に
面

し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
に
す
わ
っ
て

い
た
。
文
章
を
書
い
て
い
た
パ

ソ
コ
ン
を
閉
じ
、
疲
れ
た
目
を

休
め
る
た
め
に
、
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
な
が
ら
ぼ
ん
や
り
外
を
眺

め
る
。

　

原
稿
の
締
切
が
迫
っ
て
い
た

た
め
、
友
人
に
も
ほ
と
ん
ど
会

わ
ず
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う

日
々
が
続
い
て
い
た
。

　

日
本
に
い
る
夫
を
思
い
出

し
、
突
然
、
深
い
孤
独
と
悲
し

み
に
襲
わ
れ
た
。
み
る
み
る
う

窓
越
し
の
声

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi
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ち
に
涙
が
あ
ふ
れ
、
窓
の
景
色

が
ゆ
が
ん
で
見
え
る
。

　

周
り
の
人
に
気
づ
か
れ
ま
い

と
、
私
が
そ
っ
と
両
手
で
目
頭

を
押
さ
え
、
涙
を
ふ
い
て
い
た

と
き
、
コ
ツ
コ
ツ
と
音
が
し
た

よ
う
な
気
が
し
た
。

　

顔
を
上
げ
る
と
、
目
の
前
に

白
人
の
男
の
人
が
立
っ
て
い

た
。
そ
の
人
は
、
彼
と
私
を
隔

て
て
い
る
窓
ガ
ラ
ス
を
、
軽
く

た
た
い
た
の
だ
。体
格
が
よ
く
、

60
代
ほ
ど
だ
ろ
う
か
。
見
知
ら

ぬ
人
だ
っ
た
。

　

と
、
そ
の
瞬
間
、
私
の
目
の

前
で
自
分
の
右
の
親
指
を
立

て
、
私
を
包
み
込
む
よ
う
な
笑

顔
を
向
け
た
。
涙
も
ま
だ
乾
い

て
い
な
い
の
に
、
彼
に
つ
ら
れ

て
私
も
思
わ
ず
笑
み
を
浮
か
べ

た
。

　

そ
れ
を
見
る
と
、
男
の
人
は

安
心
し
た
よ
う
に
深
く
う
な
ず

き
、
今
度
は
両
手
の
親
指
を
立

て
て
私
に
向
け
る
と
、
笑
顔
の

ま
ま
、
ゆ
っ
く
り
立
ち
去
っ
て

い
っ
た
。

　

親
指
を
向
け
な
が
ら
、
私
に

何
か
声
を
か
け
て
い
た
。

　

大
丈
夫
か
い
？　

顔
を
上
げ

て
、
笑
っ
て
ご
ら
ん
。
落
ち
込

ん
で
い
る
な
ん
て
、
も
っ
た
い

な
い
よ
。

　

Life is too short.

　

人
生
は
短
い
ん
だ
か
ら
。

　

窓
越
し
の
雑
踏
の
な
か
で
、

そ
の
声
は
私
の
耳
に
届
か
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
語
り
か
け
て
く

れ
た
言
葉
を
想
像
し
な
が
ら
、

さ
っ
き
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
違

っ
た
思
い
で
、
道
行
く
人
た
ち

を
眺
め
て
い
た
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
シ
リ
ー

ズ
第
５
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

魔
法
の
じ
か
ん
』
に
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
は
、
Ｎ
Ｙ
日

系
人
会
主
催
「
秋
の
ヘ
ル
ス
フ

ェ
ア
」
の
一
環
と
し
て
、
今
月

２
つ
の
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　

23
日
（
火
）
午
後
３
時
か
ら

の「
Ｎ
Ｙ
州
公
的
医
療
保
険（
オ

バ
マ
ケ
ア
）に
つ
い
て
」で
は
、、

講
師
の
吉
田
洋
子
さ
ん
（
シ
ニ

ア
・
ヘ
ル
ス
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
）

が
医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て
解

説
す
る
。
対
象
は
、
同
州
在
住

で
メ
デ
ィ
ケ
ア
資
格
が
な
い
65

歳
未
満
の
人
。
26
日
（
金
）
午

前
10
時
30
分
か
ら
の
「
メ
デ
ィ

ケ
ア
・
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

で
は
、
65
歳
に
な
る
人
へ
向
け

た
メ
デ
ィ
ケ
ア
の
基
本
を
説
明

す
る
。
講
師
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の

シ
ニ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
片
山
瑞
恵
さ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
・
参

加
申
し
込
み
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

jaany.org

（
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
）

ま
で
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ

オ
バ
マ
ケ
ア
及
び

メ
デ
ィ
ケ
ア
・
無
料
セ
ミ
ナ
ー

　

檜
木
の
水
を
使
っ
た
ヘ
ッ
ド

ス
パ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
い
ま

人
気
だ
。SeiTomoko salon

（
セ
イ
・
ト
モ
コ
・
サ
ロ
ン
、

西
４
丁
目
１
４
２
番
地
と
東
13

丁
目
２
４
０
番
地
）
で
は
、
そ

の
タ
マ
ゴ
・
ス
キ
ン
ケ
ア
の
ヘ

ッ
ド
ス
パ
の
お
試
し
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
９
月
末
ま
で
４
割
引
の

特
別
価
格
で
サ
ー
ビ
ス
し
て
い

る
。

　

人
気
の
50
分
間
ベ
ー
シ
ッ

ク
・
ヘ
ッ
ド
ス
パ
（
通
常

１
５
０
ド
ル
）
が
90
ド
ル
、
60

分
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・
ヘ
ッ

ド
・
ス
パ
（
通
常
２
０
０
ド
ル
）

が
１
２
０
で
受
け
ら
れ
る
。
頭

が
ス
ッ
キ
リ
す
る
ヘ
ッ
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
は
25
分
間
で
50
ド
ル

だ
。

　

檜
木
水
は
、
髪
を
自
然
な
状

態
に
戻
し
、
ツ
ヤ
を
与
え
、
抗

菌
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
檜

木
風
呂
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

檜
木
の
香
り
は
、
人
間
の
脳
と

体
の
体
内
に
優
れ
た
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
を
も
た
ら
す
。

　

同
サ
ロ
ン
で
は
、
檜
木
水
を

使
用
し
、
ヒ
ノ
キ
油
や
ヒ
バ
油

を
主
成
分
に
、
シ
ソ
の
葉
エ
キ

ス
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
配
合
。
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
の
働
き
で
水
道
水
に

含
ま
れ
る
残
留
塩
素
、
赤
サ
ビ

が
中
和
さ
れ
、
優
し
い
湯
ざ
わ

り
に
な
り
、
髪
質
頭
皮
両
方
と

も
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
日
本
で

最
も
天
然
水
が
綺
麗
と
言
わ
れ

る
長
野
県
安
曇
野
の
山
水
を
使

用
し
て
お
り
、
3
年
寝
か
し
て

完
全
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
畑
に
し

た
土
地
で
作
ら
れ
た
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
製
品
を
使
用
。
綺
麗
に
な

っ
た
毛
髪
に
沢
山
の
自
然
を
入

れ
込
ん
で
く
れ
る
。
オ
ー
ナ
ー

の
川
本
智
子
さ
ん
は
「
お
客
様

は
、
皆
お
得
感
１
０
０
％
で
お

帰
り
に
な
っ
て
頂
け
ま
す
」
と

顧
客
の
満
足
度
に
太
鼓
判
を
押

す
。

　

同SeiTomoko salon

は
、

１
９
９
５
年
に
イ
ー
ス
ト
ビ
レ

ッ
ジ
に
第
1
号
店
を
オ
ー
プ

ン
。
多
く
の
多
国
籍
の
人
々
が

常
連
客
と
な
り
、
そ
の
品
質
と

サ
ー
ビ
ス
の
良
さ
が
口
コ
ミ
で

伝
わ
り
、
翌
96
年
に
ウ
エ
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
に
第
2
号
店
を
オ
ー

プ
ン
し
た
。
そ
の
後
縮
毛
矯
正

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
大
ヒ
ッ
ト

し
た
波
に
乗
り
、
日
本
で
1
番

良
い
と
さ
れ
て
い
る
縮
毛
矯
正

液
を
日
本
か
ら
直
輸
入
し
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
と
し
て
販
売
し

た
と
こ
ろ
、
他
社
の
縮
毛
矯

正
と
の
質
の
違
い
で
サ
ロ
ン

の
忙
し
さ
が
倍
増
、
新
た
に

2
店
舗 Tamago Skincare, 

SeiTomoko O2

店
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
、
２
０
１
６
年
に
は

ST newyork 

東
京
店
を
オ
ー

プ
ン
す
る
な
ど
事
業
を
拡
大
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
中
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
２
店
舗
を
閉
店
。現
在
、

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
に
近
い
イ

ー
ス
ト
13
丁
目
店
と
ワ
シ
ン
ト

ン
ス
ク
エ
ア
に
近
い
ウ
エ
ス
ト

フ
ォ
ー
店
、
東
京
麻
布
十
番
店

の
３
店
舗
で
内
容
を
濃
く
し
て

営
業
し
て
い
る
。
ヘ
ッ
ド
ス
パ

で
ス
ト
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク
、
肩
こ

り
、
頭
痛
、
解
消
を
。

　

さ
ら
に
本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生

活
を
見
て
き
た
」
と
言
え
ば
、

次
回
か
ら
使
え
る
10
ド
ル
の
割

引
券
を
贈
呈
。
ど
の
サ
ー
ビ
ス

(
ヘ
ア
カ
ッ
ト
、
カ
ラ
ー
、
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
、facial, head 

spa )
に
も
使
用
で
き
る
。

　

ヘ
ッ
ド
ス
パ
の
予
約
は
電
話

２
１
２
・
４
７
７
・
５
４
７
６

（
Ｗ
４
店
）、
２
１
２
・
５
３
３
・

６
６
１
３
（
東
13
丁
目
店
）。

SeiTomoko salon W4, 
Tamago skincare 

142 W 4th street 
212-477-5475

SeiTomoko salon E13,
Tamago skincare 

240 E 13th street 
212-533-6613

檜木の水
ヘッドスパ
セイ・トモコ・サロン

髪
も
心
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

9
月
は
４
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

本紙読者に割引券も

https://qbhouseusa.com/
https://www.samuraipapabk.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://neuroacuny.com/
https://jp.momotaro-nyc.com/
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白人がマイノリティーの
メルティング・ポット
エルムハースト

　

ニ
レ
（elm) 

の
木
立
と
意

味
す
る
街
、エ
ル
ム
ハ
ー
ス
ト
。

か
つ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
に 

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
１
６
５
２
年

に
設
立
し
た
街
で
、
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
も
あ

り
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
時
点
で
の
約

8
万
８
０
０
０
人
の
人
口
内
訳

No.8

は
、
ラ
テ
ン
系
46
・
％
、
ア
ジ

ア
系
43
・
８
％
と
断
ト
ツ
。
白

人
は
６
・
６
％
、
ア
フ
リ
カ
系

１
・
３
％
。
こ
の
街
が
「
白
人

が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
メ
ル
テ

ィ
ン
グ
・
ポ
ッ
ト
」
と
言
わ
れ

る
の
も
納
得
し
ま
す
。
宗
教
施

設
も
多
様
性
に
対
応
。
キ
リ
ス

ト
教
に
加
え
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
ジ

ャ
イ
ナ
教
や
仏
教
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
礼
拝
所
が
16
あ
り
、
ネ
パ

ー
ル
の
シ
ェ
ル
パ
族
協
会
も
あ

さ
ま
ざ
ま
な
移
民
に
対
応
す
る

た
め
、
50
〜
60
人
の
通
訳
者

が
20
以
上
の
言
語
で
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
同
病
院
は
、
コ
ロ
ナ
渦
の

２
０
２
０
年
3
月
、
Ｎ
Ｙ
州
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
心
地
で
あ

り
、
世
界
で
最
も
過
酷
な
医
療

現
場
の
一
つ
だ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

エ
ル
ム
ハ
ー
ス
ト
は
、
食
事

も
買
い
物
も
楽
し
め
ま
す
。
ウ

ッ
ド
サ
イ
ド
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
沿

い
に
Ｎ
Ｙ
市
公
認
の
リ
ト
ル
・

タ
イ
ラ
ン
ド
、
ま
た
、
未
公
認

で
す
が
リ
ト
ル
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
も
あ
り
、
加
え
て
、
台
湾
、

ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
中

国
な
ど
の
ア
ジ
ア
系
、
そ
し
て

中
南
米
系
な
ど
各
国
の
料
理
を

堪
能
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
下

鉄
ウ
ッ
ド
ヘ
イ
ブ
ン
・
ブ
ー
ル

バ
ー
ド
駅
を
出
て
す
ぐ
に
、
大

き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や

大
型
店
も
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
エ
ル
ム
ハ
ー
ス
ト

を
横
切
る
ク
イ
ー
ン
ズ
・
ブ
ル

ー
バ
ー
ド
は
最
大
で
61
メ
ー
ト

ル
幅
、12
車
線
以
上
の
大
通
り
。

車
は
高
速
道
路
並
み
の
速
度
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
は
、
９

月
８
日
（
月
）
に
ク
イ
ー
ン
ズ

区
で
夫
婦
を
殺
害
し
遺
体
と
共

に
自
宅
に
放
火
し
た
容
疑
者
を

拘
束
し
た
と
10
日
に
発
表
し

た
。
ジ
ェ
シ
カ
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ

市
警
本
部
長
は
ジ
ャ
メ
ル
・
マ

ク
グ
リ
フ
容
疑
者
（
42
歳
）
を

逮
捕
後
、「
容
疑
者
の
手
口
は
、

家
の
戸
別
訪
問
を
行
い
何
ら
か

の
支
援
を
求
め
る
こ
と
で
す
か

ら
、
知
ら
な
い
人
や
予
期
せ
ぬ

人
を
家
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
警
告
し
て
い
る
。

　

マ
ク
グ
リ
フ
容
疑
者
は
月
曜

日
の
午
前
中
に
最
初
の
家
に
近

づ
き
、「
携
帯
電
話
を
充
電
し

た
い
の
で
中
に
入
っ
て
も
い
い

か
？
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
拒

絶
さ
れ
た
彼
は
、
次
の
家
へ
と

歩
い
て
行
っ
た
。
警
察
に
よ
る

と
、
ク
イ
ー
ン
ズ
区
ベ
ル
ロ
ー

ズ
に
在
住
の
フ
ラ
ン
ク
・
オ
ル

ト
ン
夫
妻
の
２
階
建
て
の
家
で

同
容
疑
者
は
庭
に
招
き
入
れ
ら

れ
、
家
の
裏
口
か
ら
入
っ
た
。

（
裏
口
で
オ
ル
ト
ン
と
揉
み
合

い
、
押
し
入
っ
た
と
い
う
目
撃

者
も
い
る
。）
同
容
疑
者
は
5

時
間
そ
こ
に
留
ま
り
、
午
後
3

時
過
ぎ
に
バ
ッ
グ
２
個
を
手
に

出
て
き
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
15

分
後
、
家
は
炎
上
し
た
。
救
急

隊
員
が
駆
け
つ
け
鎮
火
さ
れ
る

と
、
2
人
の
遺
体
が
発
見
さ
れ

た
。
76
歳
の
オ
ル
ト
ン
さ
ん
は

地
下
室
の
柱
に
縛
り
付
け
ら

れ
、体
に
は
刺
し
傷
が
あ
っ
た
。

77
歳
の
オ
ル
ト
ン
夫
人
の
焼
死

体
は
1
階
で
発
見
さ
れ
た
。

　

警
察
に
よ
る
と
、
マ
ク
グ
リ

フ
容
疑
者
は
２
０
０
６
年
の
強

盗
事
件
で
懲
役
16
年
の
判
決
を

受
け
、
仮
釈
放
中
だ
っ
た
。
彼

は
２
０
２
４
年
に
性
犯
罪
者
登

録
を
怠
っ
た
と
し
て
起
訴
さ

れ
、
今
年
の
夏
に
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
で
発
生
し
た
2
件
の
武
装
強

盗
事
件
に
も
関
与
し
た
疑
い
で

指
名
手
配
中
で
も
あ
っ
た
。

　

同
容
疑
者
は
１
９
９
８
年
以

降
17
回
の
逮
捕
歴
が
あ
り
、
う

ち
11
回
は
有
罪
判
決
を
受
け
て

い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
）

ク
イ
ー
ン
ズ
区
の

殺
人
容
疑
者
を
拘
束

走
る
事
、
歩
行
者
用
の
横
断
時

間
が
不
十
分
で
あ
る
事
な
ど
が

原
因
で
事
故
が
多
発
。
Ｎ
Ｙ
市

内
で
最
も
危
険
な
大
通
り
の
一

つ
で
、「
死
の
大
通
り
」
と
言

わ
れ
る
程
で
す
。
渡
る
時
は
く

れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
て
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

兵
庫
県
明
石
市
出
身
、
ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
在
住
。
週
末
の

街
歩
き
グ
ル
ー
プ
と
共
に
、
未

知
な
る
Ｎ
Ｙ
市
内
を
元
気
に
探

索
中
。

り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
立
病
院
の
エ
ル
ム

ハ
ー
ス
ト
病
院
セ
ン
タ
ー
で
も

http://www.jwsny.org
https://hanamarumart.us/
https://www.ariyoshinyc.com/
https://www.takesushi.us/
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世
界
最
高
峰
の
ミ
ス
テ
リ
ー

文
学
賞
英
国
推
理
作
家
協
会
賞

で
あ
る
「
ダ
ガ
ー
賞
」
翻
訳
小

説
部
門
受
賞
作
。

　

プ
ロ
ッ
ト
は
シ
ン
プ
ル
で
、

街
で
酔
っ
払
い
相
手
に
暴
れ
て

い
た
と
こ
ろ
を
暴
力
団
に
半
ば

強
制
的
に
「
ス
カ
ウ
ト
」
さ
れ

た
武
闘
派
・
新
道
依
子
が
、
気

が
進
ま
な
い
ま
ま
組
長
の
ひ
と

り
娘
・
内
樹
尚
子
の
運
転
手
兼

ボ
デ
ィ
ガ
ー
ド
と
し
て
雇
わ

れ
、
や
が
て
ふ
た
り
が
組
か
ら

逃
げ
て
追
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
し
つ
こ
い
追
手
と
対
決
す

る
ス
ト
ー
リ
ー
。
横
糸
と
な
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
が
い
い
。

英
国
推
理
作
家
協
会
は
、
選
考

理
由
を
「
ま
る
で
漫
画
の
よ
う

に
日
本
の
ヤ
ク
ザ
を
描
い
た
こ

の
作
品
は
、
登
場
人
物
た
ち
の

深
い
人
間
性
を
際
立
た
せ
る
た

め
に
、
容
赦
の
な
い
暴
力
描
写

に
満
ち
て
い
る
。
む
だ
の
な
い

展
開
で
、
独
創
的
か
つ
、
奇
妙

で
は
あ
る
も
の
の
見
事
な
ラ
ブ

ス
ト
ー
リ
ー
を
紡
ぎ
出
し
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

受
賞
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は

「
シ
ス
タ
ー
フ
ッ
ド
」。
ど
う
や

ら
ロ
シ
ア
人
と
の
混
血
児
・
新

道
は
身
元
が
明
ら
か
で
は
な

い
。
北
海
道
か
ら
東
京
に
流
れ

て
き
た
こ
と
は
、
ス
ト
ー
リ
ー

の
序
盤
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
が
、
た
だ
赤
毛
の
薄
い
茶
色

の
目
を
持
つ
ガ
タ
イ
の
大
き
な

女
で
、
喧
嘩
が
滅
法
強
い
と
い

う
こ
と
だ
け
で
話
が
進
む
。
新

道
が
組
に
残
っ
た
の
は
、
力
に

負
け
た
た
め
や
暴
力
を
恐
れ
た

か
ら
で
は
な
い
。
犬
だ
。
新
道

の
こ
と
で
は
な
い
。
自
分
に
襲

い
掛
か
っ
て
き
た
犬
だ
。
た
と

え
狂
っ
た
主
人
に
で
す
ら
、
従

わ
ね
ば
な
ら
な
い
習
性
の
犬
の

命
を
救
う
た
め
に
、
新
道
は
い

う
こ
と
を
き
く
こ
と
に
し
た
。

　

や
が
て
全
く
生
気
の
な
い
人

形
の
よ
う
な
尚
子
の
、
耐
え
が

た
い
家
庭
環
境
と
、
そ
こ
か
ら

逃
げ
出
す
唯
一
の
希
望
で
、
し

か
し
と
て
も
許
容
し
が
た
い
相

手
と
の
結
婚
の
話
を
聞
い
て
い

く
う
ち
に
、
新
道
も
ま
た
さ
も

つ
ま
ら
な
そ
う
に
自
分
の
境
遇

を
話
す
の
だ
っ
た
。

　

作
者
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
答

え
て
い
た
が
、
新
道
が
男
性
で

あ
っ
た
ら
、
皆
ふ
た
り
の
関
係

に
納
得
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
新

道
の
前
の
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド

は
、
尚
子
が
車
を
降
り
る
時
、

紳
士
ぶ
っ
て
手
を
差
し
伸
べ
た

だ
け
で
な
ぶ
り
殺
さ
れ
た
。
よ

っ
て
喧
嘩
の
強
い
女
な
ら
大
事

な
お
嬢
様
に
手
出
し
を
す
る
よ

う
な
真
似
は
し
な
い
だ
ろ
う
と

い
う
、
至
っ
て
単
純
な
思
考
で

ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
と
い
う
。
で

は
、
女
性
同
士
の
友
情
は
存
在

し
え
な
い
の
か
。
お
互
い
の
境

遇
に
同
情
し
、
助
け
た
い
と
思

う
の
が
普
通
な
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
男
同
士
で
は
ど
う
だ

ろ
う
。
男
女
間
で
も
あ
り
う
る

の
で
は
な
い
か
。
な
に
が
、
こ

の
あ
や
ふ
や
な
関
係
を
保
つ
の

だ
ろ
う
。
ま
た
壊
す
の
か
。
本

書
の
中
に
そ
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
点
が
ラ
ブ
ス

ト
ー
リ
ー
と
評
価
さ
れ
る
理
由

だ
ろ
う
か
。

　

作
品
の
掲
載
誌
は
河
出
書
房

の
文
芸
誌
『
文
藝
』
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、「
純
文
学
」
を
意
識

し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
お

か
し
く
は
な
い
。
日
本
ハ
ー
ド

ボ
イ
ル
ド
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
界

の
巨
匠
勝
目
梓
先
生
も
純
文
学

が
出
発
だ
。
シ
ン
プ
ル
な
プ
ロ

ッ
ト
、
個
性
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
ス
ト
ー

リ
ー
展
開
、
切
れ
る
よ
う
な
文

体
。
そ
し
て
見
極
め
ら
れ
た
人

間
の
エ
ゴ
と
迷
い
の
な
い
正
義

感
。
そ
れ
ら
が
揃
え
ば
、
た
と

え
血
と
暴
力
に
満
ち
た
ス
ト
ー

リ
ー
で
あ
っ
て
も
惹
か
れ
る
。

　

作
者
の
王
谷
晶
氏
は
、
受
賞

の
ス
ピ
ー
チ
で
こ
う
語
る
。「
リ

ア
ル
の
暴
力
が
あ
ふ
れ
て
い
る

世
界
で
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の

暴
力
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

歴
史
が
物
語
っ
て
い
ま
す
」。

ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
の
世
界
も
勧

善
懲
悪
な
の
で
あ
る
。
　

　
　
　
　（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

 英国で推理作家小説賞を受賞
王谷晶・著

河出書房新社・刊

■サクッとわかる ビジネス教養　新お金の基本（杉山敏啓
監修、新星出版社）人生100年、定年後の心配、年金の減額、
インフレなどお金の不安がつきまとう。私たちはお金につ
いて義務教育で習っていないのだが、習わなかった部分は
本書で勉強すれば一生困らないお金の新常識が学べるはず
だ。■ルポ 誰が国語力を殺すのか（石井 光太、文春文庫）
著者は子供の問題のルポライター。公立学校での家庭格差
拡大で本を読む機会がほとんどない子や、スマホやゲーム
漬けで育てられる子が急増。教育格差の下位に置いて行か
れた児童生徒を何とか救済したいとの思いで取材し、本書
を出版。国語力再生の最前線を描く渾身のルポ。■トット
あした（黒柳徹子、新潮社）8月の誕生日で91歳を迎え
た黒柳徹子。来年1月で「徹子の部屋」は50周年目。そ
んな黒柳徹子が幼い頃から人生のさまざまな場面で、励ま
され、大切にしている「二十四の名言」を綴った本。■蹴れ、
彦五郎（今村翔吾、祥伝社文庫）父義元を討たれ、今川彦
五郎氏真は家督を継ぐ。しかし、隣国に圧迫され没落の一
途を辿ってしまう。そんな暗愚と評される氏真を妻の由稀
だけは信じていた。苦難の中、氏真と由稀は近江で童たち
の師となり、未来に明るい光を見る。蹴鞠の名手であり、
歌をこよなく愛した男が最後の心意地を見せた表題作を含
む８編。■文豪、社長になる（門井慶喜、文春文庫）芥川
龍之介や直木三十五、川端康成などの協力を得て、作家・菊池寛が発行した「文
藝春秋」創刊号はたちまち完売する。部数を伸ばし順風満帆の成長を遂げて
いくが、次第に暗い影が迫る。親友２人の死を悼み、芥川賞と直木賞を創設。
激動の時代に翻弄されながらも、文豪として、社長として、波乱に満ちた生
涯を送った菊池寛を描く。■心に折れない刀を持て（森岡毅、ダイアモンド
社）7月25日、沖縄県今帰仁村に誕生したテーマパーク「ジャングリア沖縄」。
ユニバーサルスタジオジャパンを経営危機からV字回復させたことで知られ
る起業家で経営者でマーケターである森岡毅が、株式会社刀の創業からジャ
ングリア沖縄誕生まで、直面する多くの経営課題に対してどう向き合い、ど
のように乗り越えたのか、失敗を恐れない挑戦の数々が綴られる。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

人
生
１
０
０
歳
時
代
の
お
金
の
新
常
識
。
貧
困
が
子
供
の
国
語
力
格
差
を
生
む
。
黒
柳

徹
子
が
励
ま
さ
れ
た
24
の
名
言
。
８
つ
の
時
代
劇
短
編
集
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
が
起
業

し
た
文
藝
春
秋
。
失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
ん
だ
ジ
ャ
ン
グ
リ
ア
沖
縄
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

満
月
が
夜
空
に
き
れ
い
に
浮

か
ん
だ
あ
る
夜
の
こ
と
。
モ
グ

ラ
は
そ
の
美
し
い
月
に
心
を
奪

わ
れ
て
、
触
り
た
い
と
思
い
、

月
に
向
か
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
し
ま

す
。
モ
グ
ラ
の
ジ
ャ
ン
プ
に
気

づ
い
た
ウ
サ
ギ
は
モ
グ
ラ
の
姿

を
見
て
「
月
は
遠
く
に
あ
る
か

ら
届
か
な
い
よ
」
と
伝
え
ま
す

が
、
モ
グ
ラ
は
諦
め
ず
に
木
の

枝
で
月
を
下
ろ
そ
う
と
し
ま

す
。
そ
の
様
子
に
ハ
リ
ネ
ズ
ミ

が
気
づ
き
、
ウ
サ
ギ
と
同
じ
よ

う
に
言
い
ま
す
が
、
モ
グ
ラ
は

や
は
り
諦
め
ま
せ
ん
。
そ
し
て

木
に
登
り
、
な
る
べ
く
月
に
近

づ
こ
う
と
し
た
時
に
、
足
が
滑

っ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
の
あ
と
、

モ
グ
ラ
は
月
に
届
く
こ
と
が
で

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

オ
ラ
ン
ダ
で
権
威
の
あ
る
絵

本
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
20
以

上
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
た
世
界

の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
絵
本
。
初
め

て
見
る
美
し
い
お
月
さ
ま
に
、

何
と
か
手
が
届
か
な
い
か
と
奮

闘
す
る
モ
グ
ラ
が
純
粋
で
愛
く

る
し
い
。
詩
的
な
文
章
と
温
か

み
の
あ
る
森
と
モ
グ
ラ
の
挿
し

絵
、
そ
し
て
少
し
の
ユ
ー
モ
ア

に
癒
さ
れ
る
。
秋
の
夜
長
に
親

子
で
読
み
た
い
一
冊
。（
高
田
）　

美
し
い
月
が
輝
く
夜
の
物
語

 『Bringing Down the Moon』
Written by Jonathan Emmett
Published by Candlewick　

https://usa.kinokuniya.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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奈
良
時
代
イ
ン
ド
か
ら
伝
承

さ
れ
た
、
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
女
神

を
起
源
と
す
る
吉
祥
天
は
、
当

時
、
本
地
垂
迹
（
ほ
ん
じ
す
い

じ
ゃ
く)

説(

神
道
の
神
々
は
、

仏
教
の
仏
や
菩
薩
の
仮
の
姿
で

あ
る
と
い
う
教
え)

が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
富
貴
繁
栄

や
家
庭
を
護
る
神
と
し
て
仏
教

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
貴
族
階

級
の
信
仰
を
集
め
主
尊
と
し
て

祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と

こ
ろ
が
平
安
時
代
に
入
る
と

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
説
か

れ
て
い
る
、弁
舌
・
音
楽
・
学
問
・

除
災
・
幸
福
を
与
え
る
神
で
あ

る
弁
才(

財)

天
が
そ
れ
を
凌

ぐ
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
吉

祥
天
が
イ
ン
ド
以
来
の
神
と
し

て
日
本
の
神
に
習
合
し
な
い
の

に
対
し
て
弁
才
天
は
、
宗
像
三

女
神
の
市
杵
島
姫
命
や
、食
物
・

富
貴
・
名
誉
・
福
寿
を
与
え
て

く
れ
る
穀
物
の
神
で
あ
る
ウ
カ

ノ
ミ
タ
マ
ノ
カ
ミ(

日
本
神
話

に
登
場
す
る
女
神
で『
古
事
記
』

で
は
宇
迦
之
御
魂
神
、『
日
本

書
紀
』
で
は
倉
稲
魂
命
と
表
記

す
る)

と
習
合
し
た
こ
と
で
、

土
地
や
水
に
縁
が
あ
り
関
係
す

る
人
々
の
信
仰
を
捷
ち
取
り
、

ほ
と
ん
ど
の
人
間
の
願
い
欲
望

を
充
す
神
と
み
な
さ
れ
た
か
ら

だ
。
神
道
系
の
信
仰
と
仏
教
系

の
信
仰
が
合
体(

神
仏
習
合)

し
、
に
わ
か
に
弁
才
天
信
仰
が

盛
ん
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
弁
才
天
は
、
日
本
の

神
道
系
の
神
と
習
合
す
る
以
前

は
、
奈
良
時
代
の
高
貴
女
性
の

盛
装
姿(

日
本
最
古
の
像
は
東

大
寺
の
法
華
堂
に
安
置
さ
れ
て

い
る
唐
服
姿
の
八
臂
弁
才
天
立

像)

で
表
現
さ
れ
た
が
、
習
合

し
て
か
ら
は
天
女
形
の
ス
タ
イ

ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
ゆ
え

に
、
神
道
系
の
神
が
弁
才
天
と

し
て
民
衆
に
馴
染
む
の
も
早
か

っ
た
と
い
わ
れ
る
。『
金
光
明

最
勝
王
経
』
に
よ
る
と
日
本
に

お
い
て
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
河

水
の
神
格
化
か
ら
生
じ
た
神
で

あ
る
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
を
元

と
す
る(

河
水
の
ご
と
く
流
れ

て
常
に
さ
さ
や
き
の
音
響
を
発

す
る
が
ご
と
く
能
弁
に
て
妙
音

を
発
す
る
そ
の
手
段
と
し
て
琵

琶
を
弾
ず
る)

ニ
臂
の
「
妙
音

弁
才
天
」
と
、
そ
の
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
教
の
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
像

と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
八
臂
を

も
っ
て
自
ら
を
荘
厳
し
、
矛
・

宝
珠
・
輪
宝
・
弓
・
宝
杵
・
鍵
・

矢
・
剣
を
も
ち
、
頭
に
は
宝
冠

を
戴
く
「
ハ
臂
弁
才
天
」
な
ど

が
お
も
に
存
在
す
る
。
そ
の
姿

は
ま
る
で
戦
闘
神
の
よ
う
だ

が
、
そ
れ
ら
は
人
の
幸
せ
を
妨

害
す
る
悪
神
夜
叉
類
を
退
治
追

い
払
う
、
怠
惰
な
よ
こ
し
ま
な

気
持
ち
を
破
壊
す
る
、
福
徳
を

希
う
こ
と
を
邪
魔
す
る
悪
し
き

神
を
征
服
す
る
た
め
の
武
器
だ

と
い
う
。
後
に
ウ
カ
ノ
ミ
タ
マ

ノ
カ
ミ
と
習
合
す
る
と
、
宇
賀

神
、
鳥
居(

な
い
場
合
も)

を

頭
上
に
載
せ
た
日
本
独
特
の
宇

賀
神
弁
才
天
と
な
っ
て
左
手
に

は
如
意
宝
珠
を
も
つ
。

　

津
延
美
衣(

つ
の
べ
み
え)

Ｎ
Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。

米
国
宝
石
学
会(

Ｇ
Ｉ
Ａ
）
鑑
定
資

格
者
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・ 
ア

ー
ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化

な
ど
知
識
を
元
に
感
動
的
な
人
生
を

描
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
・ 

キ
ュ
レ
タ
ー
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー

ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美
時
間
代
表
。
ブ

ロ

グ
：http//mijikan.blogspot.

com/ 

92

縁
起
物
と
宝
石
「
日
本
の
神
仏
と

習
合
し
た
弁
才
天 

１
」
12

如意宝珠（gold plated)

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
描
い

て
い
た
水
彩
画
が
テ
ィ
フ
ァ
ニ

ー
本
店
６
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ブ
ル
ー
ボ
ッ
ク
ス
カ
フ
ェ
の
公

式
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
に
採
用
さ
れ
た
日
本
人
女
性

が
い
る
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
と
い
う
の
は
、
食
事

の
あ
と
領
収
書
と
一
緒
に
来
店

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
店

が
お
客
さ
ん
に
渡
す
オ
リ
ジ
ナ

ル
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
。
世
界
中
か

ら
同
店
に
食
事
に
や
っ
て
く
る

お
客
さ
ん
に
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
本
店
で
の
思
い

出
の
１
ペ
ー
ジ
と
し
て
シ
ェ
ア

さ
れ
て
い
る
。

　

優
し
い
線
で
描
か
れ
た
ペ
ン

画
に
淡
い
水
彩
が
広
が
っ
て
い

く
画
風
だ
。
き
っ
ち
り
し
た
構

図
で
は
な
く
、
そ
の
極
端
な
デ

フ
ォ
ル
メ
は
常
人
で
は
描
け
な

い
味
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
水
彩
画
を
描
い
た
の

は
、
横
浜
出
身
で
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
に
住
む
ワ
イ
ン
ガ
ー

ツ
石
橋
直
子
さ
ん
。
現
在
は
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
Ｎ
Ａ
Ｏ
と
し

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
角
や
レ

ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
な
ど
、
石

橋
さ
ん
の
感
性
が
「
描
き
た

い
！
」
と
心
を
動
か
さ
れ
た
瞬

間
を
作
品
に
し
て
お
り
、
個
人

や
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
に
も
注
文

を
受
け
て
絵
を
描
い
て
い
る
そ

う
だ
。

　

き
っ
か
け
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン

巡
り
が
大
好
き
な
石
橋
さ
ん
の

作
品
が
、
懇
意
に
し
て
い
る

有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
の
オ
ー
ナ

ー
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
ー
ル
ー
氏

の
目
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
止

ま
っ
た
こ
と
。
彼
が
「
い
い

ね
」
を
押
し
て
く
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
お
店
の
食
事
に
何
度

か
招
待
さ
れ
、
そ
の
お
礼
に
と

２
０
２
３
年
に
ブ
ー
ル
ー
氏
が

プ
ロ
デ
ユ
ー
ス
し
た
ブ
ル
ー
ボ

ッ
ク
ス
カ
フ
ェ
の
水
彩
画
を
額

に
入
れ
て
店
に
置
い
て
き
た
。

２
年
後
の
今
年
２
月
、
レ
ス
ト

ラ
ン
を
統
括
す
る
ダ
イ
ネ
ッ
ク

ス
グ
ル
ー
プ
か
ら
こ
の
絵
を
顧

客
へ
の
来
店
感
謝
の
カ
ー
ド
に

採
用
し
た
い
と
い
う
連
絡
が
あ

っ
た
。

　
「
レ
ス
ト
ラ
ン
や
街
角
を
描

く
時
は
、
そ
の
場
で
過
ご
し
た

時
間
や
誰
と
一
緒
だ
っ
た
か
、

感
じ
た
空
気
ま
で
思
い
出
と
し

て
イ
ラ
ス
ト
に
込
め
ま
す
。
見

る
人
が
作
品
を
通
し
て
、
そ
の

瞬
間
を
あ
た
た
か
く
思
い
出
せ

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

作
品
を
通
し
て
世
界
中
の
方
と

繋
が
る
こ
と
が
何
よ
り
も
幸

せ
」
と
い
う
。

　

今
後
の
夢
を
聞
く
と
「
将
来

的
に
は
、
ブ
ラ
ン
ド
や
レ
ス
ト

ラ
ン
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
何
よ
り

も
自
分
が
見
た
世
界
を
大
切

に
、
自
分
が
『
描
き
た
い
！
』

と
思
う
瞬
間
を
イ
ラ
ス
ト
に
し

て
届
け
た
い
で
す
。
時
代
が
Ａ

Ｉ
の
進
む
中
で
も
、
人
生
を
経

験
し
た
Ｎ
Ａ
Ｏ
に
し
か
描
け
な

い
も
の
を
大
切
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
展
示
会
や
書

籍
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
な
ど
を
通

し
て
、
多
く
の
人
と
共
有
で
き

る
ア
ー
ト
を
創
り
続
け
た
い
で

す
」
と
話
し
た
。

　（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

水
彩
画
が
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
に
採
用

イラストレーターＮＡＯ

ワインガーツ石橋直子さん

@illustrator_ nao 
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デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

（
横
澤
広
美
校
長
）
は
７
日
、

今
年
で
７
回
目
と
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
フ
ェ
ア
（
夏
祭
り
）
を

開
催
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
担
当
者

を
中
心
に
夏
休
み
前
か
ら
準
備

を
進
め
、
当
日
も
朝
早
く
か
ら

多
く
の
保
護
者
が
会
場
や
屋
台

の
飾
り
つ
け
な
ど
の
設
営
を
行

っ
た
。
こ
の
日
の
朝
礼
で
は
、

横
澤
校
長
が
日
本
の
お
祭
り
に

つ
い
て
写
真
や
動
画
を
使
っ
て

紹
介
し
、
最
後
に
昨
年
度
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ェ
ア
開
催
時
に

寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
で
購
入
し

た
、
児
童
生
徒
用
の
同
校
の
名

前
と
校
章
が
入
っ
た
法
被
を
披

露
し
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び

し
て
い
た
。

　

午
後
か
ら
始
ま
る
夏
祭
り
が

待
ち
き
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

は
、
４
時
間
目
の
授
業
が
終
わ

る
と
一
斉
に
会
場
と
な
っ
た
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
に
集
ま
っ
た
。
特

に
生
徒
会
が
企
画
し
た
ヨ
ー
ヨ

ー
釣
り
や
射
的
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
順

番
待
ち
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気

で
あ
っ
た
。
各
屋
台
で
は
、
日

本
の
書
籍
や
お
も
ち
ゃ
販
売
を

始
め
、
綿
あ
め
、
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
、
各
種
総
菜
パ
ン
、
お
に
ぎ

り
、
コ
ー
ン
ド
ッ
グ
、
焼
き

と
う
も
ろ
こ
し
、
抹
茶
プ
リ

ン
、
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
み
た
ら

し
団
子
な
ど
、
保
護
者
が
心
を

込
め
て
作
っ
た
フ
ー
ド
類
や
日

本
直
送
の
各
種
銘
菓
が
販
売
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
の

日
頃
の
学
習
の
成
果
で
あ
る
作

品
展
示
や
未
就
学
児
を
対
象
と

し
た
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
も
行
っ

た
。
ど
の
子
ど
も
た
ち
も
事
前

購
入
の
チ
ケ
ッ
ト
を
握
り
し

め
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
各
屋

台
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
巡
る

様
子
が
見
ら
れ
た
。
デ
ン
バ
ー

で
は
な
か
な
か
味
わ
う
こ
と
の

で
き
な
い
日
本
の
夏
祭
り
を
楽

し
む
催
し
と
な
っ
た
。

地元と楽しむ日本の夏祭り
デンバー日本語補習学校

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ

Ｊ
校
（
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
半
場
綾

子
）
で
毎
年
恒
例
の
宿
泊
校
外

学
習
が
、
８
月
30
日
か
ら
1
泊

2
日
で
実
施
さ
れ
た
。
子
ど
も

た
ち
は
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
お

よ
そ
1
時
間
の
移
動
を
経
て
キ

ャ
ン
プ
場
へ
到
着
し
た
。
キ
ャ

ン
プ
場
は
緑
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
場
所
で
、
大
は
し
ゃ
ぎ

す
る
声
が
広
が
っ
た
。

　

キ
ャ
ビ
ン
に
荷
物
を
置
き
、

昼
食
を
と
っ
た
後
は
、
待
ち
に

待
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
。
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
で
は
風

を
切
り
な
が
ら
森
の
中
を
滑
り

抜
け
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で
は
的

に
集
中
し
た
。
そ
し
て
一
番
人

気
は
、
す
べ
り
台
と
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
が
付
い
た
リ
ゾ
ー
ト

仕
様
の
プ
ー
ル
。
水
し
ぶ
き
と

と
も
に
歓
声
が
響
き
、
泳
力
テ

ス
ト
に
も
挑
戦
し
た
人
は
、
見

事
全
員
が
合
格
。
自
信
に
満
ち

た
笑
顔
が
ま
ぶ
し
く
輝
い
た
。

　

夕
方
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
自

炊
で
の
夕
食
作
り
。
男
子
は
火

起
こ
し
を
担
当
し
、
女
子
は
野

菜
の
皮
を
む
い
て
切
り
、
手
際

よ
く
カ
レ
ー
を
作
っ
た
。
今
年

も
子
ど
も
た
ち
の
リ
ク
エ
ス
ト

に
応
え
て
カ
ツ
カ
レ
ー
に
。
そ

し
て
特
別
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、

1
学
期
に
理
科
の
授
業
で
育
て

た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ
た
じ
ゃ

が
バ
タ
ー
も
登
場
し
た
。

　

夜
に
は
焚
き
火
を
囲
ん
で
の

ス
モ
ア
作
り
と
星
空
観
察
。
空

を
見
上
げ
る
と
、
雲
ひ
と
つ
な

い
夜
空
が
広
が
り
、「
夏
の
大

三
角
」
や
い
く
つ
も
の
流
れ
星

が
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
た
。
遊

び
尽
く
し
た
一
日
。
キ
ャ
ビ
ン

に
戻
り
布
団
に
入
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
夢

の
中
で
、静
か
な
夜
が
訪
れ
た
。

　

翌
朝
は
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
の

あ
と
、
朝
食
と
お
弁
当
作
り
が

行
わ
れ
た
。
そ
し
て
最
後
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
は
、
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
体
験
。
快
晴
の
も
と
、

声
を
そ
ろ
え
て
オ
ー
ル
を
動
か

し
た
。
水
の
流
れ
が
緩
や
か
な

場
所
で
は
川
に
入
り
、「
き
も

ち
い
い
！
」
と
天
然
の
流
れ
る

プ
ー
ル
に
大
は
し
ゃ
ぎ
。

　

た
っ
た
1
泊
2
日
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
感
じ
、
学
び
、
経
験
し
た
。

こ
の
2
日
間
で
得
た
経
験
は
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心

に
深
く
刻
ま
れ
、
こ
れ
か
ら
の

学
び
や
生
活
に
き
っ
と
生
き
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
は
25
日（
木
）

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま

で
、
同
学
園
Ｎ
Ｊ
校
（8 W

 
Bayview Ave. Englewood 
Cliff s

）
に
て
中
秋
の
名
月
を

楽
し
む
「
お
月
見
」
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
。
２
歳
半
か
ら
６

歳
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

お
月
見
に
ち
な
ん
だ
製
作
を
す

る
。
そ
の
後
、
希
望
者
に
は
同

園
の
見
学
も
可
能
。
定
員
は
10

家
族
程
度
。
参
加
費
は
子
ど
も

１
人
25
ド
ル
、
兄
弟
姉
妹
も
参

加
可
能
。
一
緒
に
製
作
を
す
る

場
合
は
、ひ
と
り
10
ド
ル
追
加
。

要
予
約
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルsunnj@

nyikuei.org

（
中
村
さ
ん
）
ま

で
。
申
し
込
み
は
25
日
（
木
）

ま
で
に
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム

（https://docs.google.com/
forms/d/e/1FAIpQLSddFP
blFEa9uw2THYwAp87wm
LIrgwwhzMEaGOtFdV8cur
nzLg/viewform

）
か
ら
。

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校

宿
泊
校
外
学
習

満
天
の
星
空
も
楽
し
む

アメリカで日本を感じる
秋のお月見イベント

25日に開催

　
宿
泊
郊
外
学
習
で
夏

の
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
ん

だ
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク

ー
ル
の
生
徒
た
ち

http://www.seido.com
https://miray109.com/
https://jp.kennedyinternational.org/
http://www.betteratmath.com
https://alto-edu.com/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSddFPblFEa9uw2THYwAp87wmLIrgwwhzMEaGOtFdV8curnzLg/viewform
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エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
と
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
（
Ｍ
Ｌ
Ｂ
）
Ｎ
Ｙ
ヤ

ン
キ
ー
ス
所
属
の
ジ
ャ
ズ
・
チ

ザ
ム
選
手
は
８
日
、
同
市
の
公

立
１
７
０
０
校
に
通
う
生
徒
に

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
35
万
台
を
無

料
で
提
供
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ブ
リ
ッ

ジ
・
ザ
・
デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ

ド
」
は
、
生
活
環
境
が
影
響
す

る
デ
ジ
タ
ル
格
差
を
埋
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
一
時
的
な
住

ま
い
に
暮
ら
す
学
生
や
特
に
貧

困
が
深
刻
な
地
域
の
学
校
（
最

低
86
％
が
貧
困
家
庭
）
を
優
先

対
象
と
す
る
。
配
布
す
る
の
は

グ
ー
グ
ル
社
製
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ

ク
で
、
賛
同
す
る
大
手
ワ
イ
ヤ

レ
ス
通
信
企
業
Ｔ
モ
バ
イ
ル
社

の
協
力
を
得
て
、
無
料
の
Ｌ
Ｔ

Ｅ
と
高
速
通
信
５
Ｇ
を
搭
載
す

る
。
同
市
に
よ
る
と
、
同
市
で

暮
ら
す
世
帯
の
30
％
以
上
が
高

速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
無
し
で
生

活
し
て
い
る
。

　

同
市
は
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、

資
本
金
と
４
年
間
の
運
営
費
用

を
含
め
３
億
２
７
０
０
万
ド
ル

を
投
じ
る
。
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
デ

ウ
ィ
ッ
ト
・
ク
リ
ン
ト
ン
高
校

で
共
同
会
見
を
行
っ
た
同
市
長

は
「
学
校
で
は
日
中
の
携
帯
電

話
使
用
が
禁
止
と
な
っ
た
が
、

ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
は
い
つ
で
も

使
え
る
。
就
職
活
動
や
進
学
準

備
に
も
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。
メ
リ
ッ
サ
・
ア

ビ
ル
ス-

ラ
モ
ス
同
市
教
育
局

長
は
「
今
学
年
度
末
ま
で
に
は

す
べ
て
の
生
徒
が
同
端
末
を
所

有
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
語
っ

た
。
ジ
ャ
ズ
・
チ
ザ
ム
基
金
を

通
し
て
若
者
の
教
育
と
ス
ポ
ー

ツ
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
バ

ハ
マ
出
身
の
チ
ザ
ム
選
手
は
、

自
身
が
創
設
し
た
ジ
ャ
ズ
・
チ

ザ
ム
基
金
を
通
し
て
若
者
の
教

育
と
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
を
提
供

し
て
い
る
「
教
育
は
す
べ
て
の

物
事
の
基
盤
、
子
供
た
ち
が
必

要
な
こ
と
を
学
ぶ
た
め
の
端
末

を
手
に
し
、
夢
を
大
き
く
抱
い

て
ほ
し
い
と
常
に
願
っ
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
恩
返
し

す
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
。

自
分
が
育
っ
た
所
を
思
い
出

す
」
と
語
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
格
差
の
な
い
教
育

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
35
万
台
無
料
配
布

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
）
小
学
部
の
１
・
２
年
生

17
人
が
８
月
28
日
と
29
日
、
１

泊
２
日
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
に

出
か
け
た
。
場
所
は
Ｎ
Ｙ
州
ダ

ー
ハ
ム
に
あ
り
、
２
０
０
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
ハ
ロ
ー

フ
ァ
ー
ム
。
子
ど
も
た
ち
は
、

３
０
０
エ
ー
カ
ー
の
敷
地
内
に

あ
る
民
家
に
分
宿
し
て
農
場
生

活
の
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は｢

と
う
も
ろ

こ
し
の
皮
む
き｣

「
コ
ー
ン
畑

迷
路
」「
動
物
た
ち
へ
の
え
さ

や
り
」
な
ど
の
体
験
学
習
活
動

を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
フ
ァ
ー

ム
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
地
域
の
歴

史
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
際

に
は
、
石
碑
を
興
味
深
そ
う
に

眺
め
た
り
、
積
極
的
に
質
問
を

し
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

活
動
の
あ
と
の
食
事
で
は
「
み

ん
な
で
食
べ
る
ご
飯
は
お
い
し

い
！
」
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
友

達
同
士
で
楽
し
そ
う
に
話
し
な

が
ら
、
た
く
さ
ん
食
べ
る
様
子

が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

翌
日
は
、
自
分
た
ち
の
朝
食

が
始
ま
る
前
に
、
子
牛
た
ち
に

朝
ご
は
ん
の
ミ
ル
ク
を
与
え
る

手
伝
い
や
、「
鶏
の
卵
集
め
」「
乳

し
ぼ
り
」
を
体
験
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
普
段
食
べ
た
り
飲

ん
だ
り
し
て
い
る
卵
や
牛
乳
が

自
分
た
ち
の
食
卓
に
届
く
ま
で

に
、
農
場
の
人
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
し
て
働
い
て
く
れ
て
い
る

の
か
を
実
際
の
作
業
を
通
し
て

体
感
し
た
。
今
回
の
体
験
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
農
場
で

働
く
人
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
深
め
た
だ
け
で
な
く
、
命
の

つ
な
が
り
や
尊
さ
に
つ
い
て
も

考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

歴史のある農場見学
貴重な体験

NY 育英学園の全日制 1、2年生

　

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
に
あ
る
ハ

ー
ト
フ
ォ
ー
ド
日
本
語
学
校

（
在
校
生
約
80
人
）
は
６
日
、

午
前
中
の
通
常
授
業
の
後
、
毎

年
恒
例
の
運
動
会
を
実
施
し

た
。
開
会
式
の
本
郷
ジ
ェ
フ
校

長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
生
徒

代
表
に
よ
る
選
手
宣
誓
、
幼
児

部
の
園
児
に
よ
る
ダ
ン
ス
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
、
全
校
生
徒
の
ラ

ジ
オ
体
操
と
続
い
た
。
つ
な
引

き
、
玉
入
れ
、
台
風
の
目
、
親

子
障
害
物
パ
ン
食
い
競
争
、
か

け
っ
こ
、
リ
レ
ー
の
競
技
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
生
徒
だ
け
で
な

く
、
教
師
や
保
護
者
、
卒
業
生

も
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
た
。
赤
組
と
白
組
に
分
か
れ

た
生
徒
ら
は
、
い
つ
も
と
違
う

学
年
を
超
え
た
仲
間
意
識
感
を

体
験
し
て
、
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
を
実
感
し

た
。
閉
会
式
も
校
長
先
生
に
よ

る
挨
拶
で
運
動
会
は
幕
を
閉
じ

た
。
保
護
者
の
一
人
は
「
こ
の

日
本
語
学
校
の
お
か
げ
で
、
日

本
の
運
動
会
を
体
験
さ
せ
て
あ

げ
ら
れ
て
良
か
っ
た
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
た
。

ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
日
本
語
学
校
で
運
動
会 NJ補習校で夏休み作品展

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
、
小

田
切
利
幸
校
長
）
は
８
月
23
日

に
新
学
期
を
迎
え
、
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
い
夏
休
み
を
終
え
て

学
校
へ
戻
っ
て
き
た
。
同
校
で

は
20
人
以
上
の
新
し
い
友
達
を

迎
え
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
元
気
い

っ
ぱ
い
に
２
学
期
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

９
月
６
日
は
父
母
の
会
主
催

に
よ
る
「
夏
休
み
作
品
展
」
が

開
か
れ
、
児
童
生
徒
た
ち
は
夏

休
み
に
取
り
組
ん
だ
力
作
を
大

切
そ
う
に
抱
え
て
登
校
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

に
は
、絵
画
や
工
作
を
は
じ
め
、

音
に
反
応
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
、
手

芸
作
品
、
植
物
の
観
察
記
録
、

中
高
等
部
に
よ
る
多
様
な
テ
ー

マ
の
ス
ラ
イ
ド
な
ど
、
２
０
０

点
以
上
の
作
品
が
所
狭
し
と
並

ん
だ
。
訪
れ
た
保
護
者
や
児
童

生
徒
は
「
す
ご
い
！
」「
お
も

し
ろ
い
！
」
と
歓
声
を
上
げ
て

い
た
。
作
品
の
中
に
は
、
時
間

を
か
け
て
取
り
組
ん
だ
も
の
、

ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
や
丁
寧
な
観

察
が
光
る
も
の
も
多
か
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
作
品
展
示
を

終
え
る
と
素
敵
な
参
加
賞
と
と

も
に
夏
休
み
の
思
い
出
を
胸

に
、
保
護
者
と
一
緒
に
笑
顔
で

下
校
し
た
。
Ｎ
Ｊ
補
習
校
父
母

の
会
の
協
力
の
も
と
、
補
習
校

な
ら
で
は
の
工
夫
と
活
気
に
あ

ふ
れ
た
恒
例
行
事
と
な
っ
た
。

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
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と
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を
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の
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と
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私
は
、
プ
レ
ー
リ
ー
ド
ッ

グ
や
梟
、
ア
メ
リ
カ
バ
イ
ソ

ン
な
ど
を
見
ま
し
た
が
、
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は

狼
と
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
レ
ッ
サ
ー
パ
ン

ダ
は
テ
レ
ビ
で
し
か
見
た
こ

と
が
な
い
し
、
狼
は
ニ
ュ
ー

ス
で
も
見
た
こ
と
が
な
い
か

ら
で
す
。
あ
ま
り
に
近
く
で

狼
の
顔
が
見
れ
た
の
で
嬉
し

く
て
つ
い
何
枚
も
写
真
を
撮

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
レ
ッ

サ
ー
パ
ン
ダ
も
、
い
つ
も
笑

っ
て
い
る
よ
う
な
顔
が
可
愛

く
て
、
た
く
さ
ん
写
真
を
撮

り
ま
し
た
。
道
の
途
中
に
あ

る
動
物
の
オ
ブ
ジ
ェ
も
、
す

ご
く
リ
ア
ル
で
、
い
ま
に
も

動
き
出
し
そ
う
で
し
た
。
動

物
園
の
中
は
そ
れ
ほ
ど
広
く

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

お
弁
当
を
食
べ
る
前
に
は
疲

れ
果
て
て
、
お
弁
当
が
い
つ

も
よ
り
美
味
し
い
気
が
し
ま

し
た
。
お
弁
当
を
食
べ
た
後
、

学
年
で
回
っ
た
時
に
は
一
回

目
に
見
れ
な
か
っ
た
熊
や
プ

レ
ー
リ
ー
ド
ッ
グ
、
梟
な
ど

が
た
く
さ
ん
見
れ
て
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

教
室
に
帰
っ
て
短
歌
を
作

る
た
め
動
物
の
中
で
印
象
に

残
っ
た
も
の
を
思
い
出
そ
う

と
し
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
印

象
に
残
っ
て
い
て
ど
の
動
物

の
こ
と
を
書
こ
う
か
と
す
ご

く
悩
み
、
結
局
、
私
は
狼
を

選
び
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
理

由
が
あ
り
、
そ
れ
は
ジ
ャ
ガ

ー
を
見
た
後
、
次
の
動
物
を

見
よ
う
と
し
た
ら
、
急
に
数

人
が
逆
方
向
に
走
り
出
し
て
、

ど
う
し
た
の
か
と
思
っ
て
つ

い
て
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、

目
の
前
で
狼
を
見
る
こ
と
が

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

私
が
ア
メ
リ
カ
に
二
年
間

住
ん
で
一
番
記
憶
に
残
っ
た

の
は
、
飛
行
機
で
初
め
て
ア

メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
と
き
で
し

た
。
私
が
日
本
を
出
た
と
き

は
、
と
て
も
胸
が
踊
っ
て
い

ま
し
た
。
不
安
も
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
当
時
小
学
四

年
生
だ
っ
た
私
は
、
そ
の
よ

う
な
事
を
考
え
る
前
に
、
新

し
い
土
地
に
行
く
こ
と
、
あ

ま
り
乗
る
こ
と
が
な
か
っ
た

飛
行
機
に
久
し
ぶ
り
に
乗
れ

る
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

　

こ
の
日
、
午
前
中
に
は
ア

メ
リ
カ
に
着
い
て
い
た
の
で

す
が
、
V
I
S
A
の
手
続
き

や
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、

昼
過
ぎ
に
新
し
い
家
に
荷
物

を
置
い
て
、
昼
食
を
食
べ
、
す

ぐ
家
具
を
買
い
に
I
K
E
A

に
出
か
け
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
目
新
し
い
も
の
ば
か
り
が

並
ん
で
い
て
、
家
族
揃
っ
て

は
し
ゃ
ぎ
ま
し
た
。

　

約
一
か
月
が
過
ぎ
て
、
私

は
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
の
新

四
年
生
と
し
て
学
校
に
通
い

始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

英
語
が
で
き
る
友
達
に
助
け

て
も
ら
い
な
が
ら
学
校
生
活

を
過
ご
し
ま
し
た
。
で
す
が
、

学
校
に
通
い
始
め
て
少
し
経

っ
た
頃
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生

活
が
大
変
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
授
業
が
全
部
英
語
で
、

そ
の
友
達
も
彼
女
自
身
の
勉

強
が
あ
る
の
で
、
私
に
つ
き

っ
き
り
で
勉
強
を
教
え
る
わ

け
に
も
い
か
ず
、
英
語
の
全

く
で
き
な
い
私
は
、
学
校
の

テ
ス
ト
を
最
初
は
免
除
し
て

も
ら
え
ま
し
た
が
、
段
々
と

テ
ス
ト
も
受
け
る
よ
う
に
な

っ
て
い
て
、
何
故
か
腹
が
立

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ク
ラ

ス
の
担
任
に
反
抗
的
な
態
度

を
取
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
後
期
に
な
る
と

そ
れ
は
落
ち
着
き
ま
し
た
が
、

ア
メ
リ
カ
で
五
年
生
に
な
っ

た
時
で
も
、
そ
の
先
生
に
廊

下
な
ど
で
バ
ッ
タ
リ
会
っ
た

時
に
、
罪
悪
感
で
腰
が
曲
が

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

で
す
が
、
楽
し
い
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
、
移
動
遊
園
地
、

ク
リ
ス
マ
ス
。
他
に
も
た
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
、

日
本
よ
り
も
学
校
行
事
が
多

く
て
、
と
て
も
楽
し
い
一
年

に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
来
て
一
年
が

経
っ
た
頃
、
学
校
が
夏
休
み

に
入
り
ま
し
た
。
私
は
毎
日

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
通
い
ま

し
た
。
そ
の
時
の
夏
に
日
本

に
帰
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

は
父
の
会
社
の
都
合
で
ア
メ

リ
カ
に
来
た
の
で
す
が
、
会

社
の
帰
国
金
が
二
年
に
一
度

し
か
出
な
い
か
ら
で
す
。
で

す
が
、
私
た
ち
の
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
が
終
わ
っ
た
頃
、
母

方
の
祖
父
母
と
、
叔
母
が
ア

メ
リ
カ
を
訪
ね
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
私
は
み
ん
な

で
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
を
日
帰

「
二
年
間
の
思
い
出
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井　

春
子
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「学園祭の思い出」
　　　育英インターナショナルスクール小３

　　　　　　　　　　　　　水しま　れん

　

土
曜
日
に
学
園
祭
が
あ
っ
た

の
で
、
朝
か
ら
ず
っ
と
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
会
場
に
向
か
い
ま

し
た
。

　

さ
い
し
ょ
は
、
英
語
げ
き
を

し
ま
し
た
。
と
く
に
、
英
語
げ

き
は
き
ち
ん
と
セ
リ
フ
を
お
ぼ

え
ら
れ
て
い
る
か
が
と
て
も
心

り
で
見
に
行
き
ま
し
た
。
今

考
え
れ
ば
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝

な
ど
に
帰
り
で
見
に
行
く
場

所
で
は
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、

と
て
も
心
に
残
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
少
し
経
っ
た
と
き
、

叔
母
が
日
本
に
帰
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、

祖
父
母
と
一
緒
に
自
由
の
女

神
を
見
に
行
っ
た
り
し
て
、

二
か
月
間
の
長
期
休
み
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
夏
休
み
が
終
わ
り
、

私
は
新
五
年
生
と
し
て
学
校

に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
は

ア
メ
リ
カ
生
活
に
も
結
構
慣

れ
て
い
た
の
で
、
英
語
力
は

ま
だ
ま
だ
な
も
の
の
、
先
生

に
反
抗
的
な
態
度
を
取
っ
た

り
す
る
こ
と
は
無
く
な
り
ま

し
た
。
テ
ス
ト
も
、
翻
訳
を

使
え
ば
そ
こ
そ
こ
点
を
取
れ

る
よ
う
に
な
り
、
な
ん
だ
か

ん
だ
で
学
校
生
活
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
も

多
く
、
日
本
人
も
い
い
感
じ

に
ち
ゃ
ん
と
い
て
、
成
績
も

す
ご
い
悪
い
わ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
以
上
い
い
学
校
生
活
は

な
い
と
感
じ
た
ほ
ど
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
一
年
も
あ

っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
夏
が
終

わ
っ
た
ら
中
学
生
と
し
て
扱

わ
れ
る
と
い
う
実
感
は
ま
だ

湧
き
ま
せ
ん
が
、
中
学
生
の

友
達
が
、
イ
ベ
ン
ト
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
楽
し
い
よ
、
と

言
っ
て
い
た
の
で
、
今
は
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
卒
業
式
も
終
わ
り
、

二
度
目
の
夏
休
み
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。
私
は
こ
の
夏
、

ア
メ
リ
カ
に
住
み
始
め
て
か

ら
、
初
め
て
日
本
に
一
時
帰

国
し
ま
し
た
。
二
年
ぶ
り
の

日
本
な
の
で
、
物
価
の
や
す

さ
と
か
、
お
店
と
か
、
街
と

か
面
白
い
も
の
ば
か
り
が
あ

っ
て
、
と
て
も
胸
が
踊
り
ま

し
た
。

　

二
年
も
住
ん
で
い
た
割
に

は
、
今
で
も
英
語
が
得
意
と

は
言
え
な
い
し
、
日
本
の
ほ

う
が
楽
し
い
と
今
で
も
思
っ

て
い
る
け
れ
ど
、
ア
メ
リ
カ

が
嫌
だ
な
と
思
っ
た
時
に
友

達
に
言
わ
れ
た
、
絶
対
た
め

に
な
る
か
ら
と
い
う
言
葉
は

嘘
で
は
な
か
っ
た
ん
だ
な
と
、

二
年
経
っ
て
や
っ
と
気
づ
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
ア
メ

リ
カ
で
の
生
活
は
多
分
三
年

程
で
終
わ
る
け
れ
ど
、
こ
れ

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
事
に
気

づ
い
て
、
限
ら
れ
た
時
間
を

存
分
に
楽
し
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
２
年
４
か
月
）

「
カ
メ
ラ
に
納
め
た
動
物
た
ち
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
下　

愛
菜

で
き
て
、
写
真
を
撮
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
一
回
目
は
プ
レ

ー
リ
ー
ド
ッ
グ
が
一
匹
し
か
見

れ
ず
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
二
回
目
に
学
年
で
回
っ
た

時
は
三
十
匹
以
上
見
る
こ
と
が

で
き
て
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
ジ
ャ
ガ
ー
も
ど
こ
か
猫

の
よ
う
な
可
愛
ら
し
さ
が
あ
っ

て
、
眠
そ
う
な
そ
の
顔
を
カ
メ

ラ
に
収
め
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
は
た
く
さ

ん
の
動
物
を
見
て
、
写
真
を
撮

り
ま
し
た
。
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ

や
狼
以
外
に
も
見
た
こ
と
の
な

い
動
物
が
た
く
さ
ん
い
て
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
し
、
ま
た
行
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
（
滞
米
３
か
月
）

配
で
し
た
。
け
れ
ど
、
し
っ
か

り
と
セ
リ
フ
を
言
え
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

次
に
日
本
語
げ
き
を
や
り
ま

し
た
。
ぼ
く
は
、
力
持
ち
、
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
家
来
の
三
つ
の

役
を
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
み

ん
な
で
た
く
さ
ん
れ
ん
習
を
し

た
か
ら
、き
ん
ち
ょ
う
せ
ず
に
、

大
き
な
声
で
セ
リ
フ
を
言
う
こ

と
が
で
き
て
、
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

と
中
、
ぼ
く
が
ナ
レ
ー
タ
ー

を
し
て
い
る
場
面
で
、
ぼ
う
子

を
か
ぶ
り
わ
す
れ
て
し
ま
っ
た

の
が
、
少
し
く
や
し
か
っ
た

　

わ
た
し
の
は
が
ぬ
け
た
。
は

が
シ
ン
ク
に
お
ち
た
。
こ
ま
っ

た
。
ト
ゥ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
が

こ
な
い
と
お
も
っ
た
。
か
な
し

か
っ
た
。
ト
ゥ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ

ー
に
お
て
が
み
を
か
い
た
。
お

か
あ
さ
ん
も
か
い
て
く
れ
た
。

　

お
と
う
さ
ん
が
シ
ン
ク
を
は

ず
し
た
。
わ
た
し
の
は
を
み
つ

け
た
。
び
っ
く
り
し
て
、
か
ん

ど
う
し
た
。

　

ト
ゥ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
は
お

か
ね
と
お
て
が
み
を
わ
た
し
に

く
れ
た
。
四
ド
ル
く
れ
た
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
６
年
）

「はがぬけた」
　　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小１

　　　　　　　　　　　　　　　グリーン　美良

け
れ
ど
、
げ
き
が
せ
い
こ
う
し

て
大
ま
ん
足
で
し
た
。
た
ん
任

の
先
生
や
他
の
先
生
た
ち
か
ら
、

「
と
っ
て
も
う
ま
か
っ
た
よ
。」

と
ほ
め
ら
れ
て
、
が
ん
ば
っ
て

れ
ん
習
し
て
よ
か
っ
た
な
と
思

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
育
英
学
園
に
い
る
な
ら
、
今

年
み
た
い
に
、
み
ん
な
で
き
ょ

う
力
す
る
げ
き
を
し
た
い
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
３
年
１
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

http://www.newjerseyjapaneseschool.org
https://starchildny.com/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com


2025年（令和 7年）9月 20日（土） ［LIVING in USA］　　（16  ）

　

デ
カ
ブ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
と
ト
レ
ー
ダ
ー
・
ジ
ョ

ー
ズ
が
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
、
急
速
に
変
化
す
る
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
エ
リ
ア
で
の
生
活
と
い
う
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

　

写
真
の
こ
の
豪
華
な
2
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
・
1
バ
ス
ル
ー

ム
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ト
３
０
６
番
地

の
集
合
住
宅
「
オ
ロ
」
の
一
室
。
24
時
間
ド
ア
マ
ン
付
き

の
モ
ダ
ン
な
高
層
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
で
、
プ
ー
ル
か
ら
バ

ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
が
整
っ
て
い
る
。

　

各
寝
室
は
同
じ

広
さ
で
、
キ
ッ
チ

ン
に
は
、
広
々
と

し
た
カ
ウ
ン
タ
ー

ト
ッ
プ
、
食
器
洗

い
機
、
洗
濯
乾
燥

機
を
備
え
た
シ
ェ

フ
仕
様
キ
ッ
チ

ン
、
全
室
に
敷
か

れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
産

ハ
ー
ド
ウ
ッ
ド
フ

ロ
ア
が
特
徴
だ
。

　

最
大
の
魅
力

は
、
床
か
ら
天
井

ま
で
の
特
大
窓
か

ら
望
む
フ
ォ
ー
ト
・
グ
リ
ー
ン
と
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
の
息
を
の
む
よ
う
な
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
。
目
覚

め
も
就
寝
時
も
目
の
前
に
広
が
る
こ
の
素
晴
ら
し
い
都
市

景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
あ
り

な
が
ら
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
は
一
味
違
っ
た
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
深
い
歴
史
の
佇
ま
い
を
眼
下
に

見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
。

家
賃
は
月
額
３
３
５
０
ド
ル
。　

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
３
７
４
・
７
１
９
５
、

Ｅ
メ
ー
ルted.matsumoto@corcoran.com

　

松
本
さ
ん

（
写
真
提
供
。
コ
ー
コ
ラ
ン
不
動
産
）

ダウンタウン・ブルックリン暮らし

 　
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ

Ｙ
州
知
事
は
10
日
、
秋
恒
例

の
公
式
紅
葉
レ
ポ
ー
ト
サ
イ

ト
（https://www.iloveny.

com/things-to-do/fall/
foliage-report/

）
の
運
営
を

開
始
し
た
。
同
サ
イ
ト
に
は
Ｎ

Ｙ
州
の
地
図
が
掲
載
さ
れ
、
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
、
Ｎ
Ｙ
市
、

ハ
ド
ソ
ン
バ
レ
ー
、
キ
ャ
ッ
ツ

キ
ル
、
サ
ラ
ト
ガ
、
セ
ン
ト
ラ

ル
Ｎ
Ｙ
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
レ
イ
ク

ス
、グ
レ
ー
タ
ー
ナ
イ
ア
ガ
ラ
、

シ
ョ
ト
ー
カ-

ア
レ
ゲ
ニ
ー
、

ア
デ
ィ
ロ
ン
ダ
ッ
ク
ス
等
、
各

地
域
の
紅
葉
状
況
を
緑
か
ら
茶

色
の
葉
っ
ぱ
の
色
で
表
示
。
地

元
在
住
の
「
紅
葉
狩
り
」
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
90
人
以
上
が
最
新
の

情
報
を
提
供
し
、
毎
週
水
曜
に

更
新
さ
れ
る
。
ま
た
り
ん
ご
園

や
パ
ン
プ
キ
ン
狩
り
、
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
醸
造
所
巡
り
な
ど
周

辺
の
観
光
情
報
も
提
供
す
る
。

現
地
で
撮
影
し
た
紅
葉
の
写
真

を#NYLovesFall

に
提
供
す

公
式
マ
ッ
プ
公
開
中

お
出
か
け
前
に
確
認
を

紅葉シーズン到来

る
と
、
同
州
公
式
の
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
Ｉ
♡
Ｎ
Ｙ
」
の
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
Ｘ
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
投

稿
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

Ｎ
Ｙ
市
内
で
は
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
管
理
委
員
会
が
同
様

の
紅
葉
マ
ッ
プ
サ
イ
ト
「
フ

ォ
ー
ル
・
フ
ォ
リ
ッ
ジ
・
ト

ラ
ッ
カ
ー
」（https://www.

centralparknyc.org/peak-
fall-foliage-map

）
を
開
設
し

た
。
広
さ
８
４
３
エ
ー
カ
ー
の

同
公
園
に
は
サ
ト
ウ
カ
エ
デ
や

ヌ
マ
ミ
ズ
キ
な
ど
の
落
葉
高
木

が
１
万
８
０
０
０
本
以
上
生
息

し
て
い
る
。
紅
葉
情
報
は
同
委

員
会
の
樹
木
専
門
家
が
毎
日
更

新
す
る
。

（
写
真
・
Ｎ
Ｙ
紅
葉
公
式
サ
イ

ト
か
ら
）

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com
https://www.centralparknyc.org/peak-fall-foliage-map
https://www.iloveny.com/things-to-do/fall/foliage-report/
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受
験
本
番
が
近
づ
く
に
つ

れ
、
テ
ス
ト
ス
キ
ル
や
得
点
力

を
高
め
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も

特
に
大
切
な
の
が
、
目
標
設
定

と
復
習
で
す
。
ど
の
教
科
に
お

い
て
も
、
こ
の
２
つ
を
意
識
す

る
こ
と
で
理
解
が
深
ま
り
、
学

習
の
ス
ピ
ー
ド
も
上
が
り
ま

す
。
し
か
し
実
際
に
は
多
く
の

生
徒
が
日
々
の
課
題
に
追
わ

れ
、「
こ
な
す
こ
と
」
ば
か
り

に
意
識
が
向
き
が
ち
で
す
。
そ

の
結
果
「
努
力
し
て
い
る
の
に

成
果
が
見
え
な
い
」
と
感
じ
て

し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
肝
心
な
の
は
、
課
題
を

片
付
け
る
作
業
と
、
そ
こ
か
ら

学
び
を
得
る
過
程
を
分
け
て
考

え
る
こ
と
で
す
。 

　

学
習
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
欠

か
せ
な
い
の
が
「
意
図
を
持
つ

こ
と
」
で
す
。
目
標
設
定
や
復

習
も
、
た
だ
や
る
の
で
は
な
く

「
そ
こ
か
ら
何
を
得
た
い
の
か
」

を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。
目
的
が

明
確
に
な
る
と
取
り
組
み
に
意

味
が
生
ま
れ
、
吸
収
力
が
高
ま

り
、
達
成
感
も
得
や
す
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず

過
去
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る

こ
と
が
出
発
点
で
す
。「
前
回

は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
」「
精

度
を
上
げ
た
い
」
と
い
っ
た
曖

昧
な
言
葉
で
は
な
く
、「
先
生

に
文
章
が
長
い
と
言
わ
れ
た
の

で
短
く
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
文

を
書
く
練
習
を
す
る
」「except

を
含
む
設
問
は
必
ず
印
を
つ
け

る
」
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
表

現
に
落
と
し
込
む
と
改
善
の
方

向
性
が
見
え
て
き
ま
す
。
日
頃

か
ら
一
つ
一
つ
の
学
習
に
意
図

を
持
つ
習
慣
を
つ
く
る
こ
と

で
、
よ
り
効
果
的
な
目
標
設
定

と
復
習
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

　

次
に
、目
標
の
立
て
方
で
す
。

ま
ず
は
自
分
が
取
り
組
む
べ
き

分
野
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
テ
ス
ト
や
宿
題
の

結
果
を
参
考
に
す
る
と
、
弱
点

が
見
え
て
き
ま
す
。
同
じ
間
違

い
を
繰
り
返
し
て
い
な
い
か
確

認
す
る
の
も
有
効
で
す
。
す
べ

て
を
一
度
に
伸
ば
そ
う
と
せ

ず
、
分
野
を
絞
っ
て
学
習
す
る

こ
と
で
成
果
が
実
感
し
や
す
く

な
り
ま
す
。分
野
を
決
め
た
ら
、

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
目
標
（Specifi c/

具
体
的
・Measurable/

測
定

可
能
・Achievable/

達
成
可

能
・Relevant/

関
連
性
の
あ

る
・Time-bound/

期
限
が
明

確
）
を
設
定
し
ま
し
ょ
う
。
自

分
で
立
て
た
目
標
ほ
ど
効
果
は

大
き
く
な
り
ま
す
。
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｔ
の
考
え
方
は
テ
ス
ト
勉
強
だ

け
で
な
く
、小
説
を
読
む
と
き
、

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
ノ
ー
ト
を

取
る
と
き
、
エ
ッ
セ
イ
を
見
直

す
と
き
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
学

習
に
応
用
で
き
ま
す
。
少
し
手

間
に
思
え
て
も
、
過
去
の
学
習

を
振
り
返
る
こ
と
で
、
達
成
で

き
な
か
っ
た
目
標
や
改
善
点
を

整
理
で
き
、
次
の
課
題
に
自
信

を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。 

　

目
標
を
立
て
た
ら
、
次
は
復

習
で
す
。
復
習
と
い
う
と
、
多

く
の
生
徒
は
正
解
の
根
拠
を
確

認
し
た
り
、
エ
ッ
セ
イ
に
訂
正

を
加
え
た
り
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
そ
れ
も
復
習
に
つ
な
が
り
ま

す
が
、
同
じ
問
題
が
再
び
出
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
大
事
な
の
は
、
自
分
の
解

き
方
や
ア
プ
ロ
ー
チ
に
焦
点
を

当
て
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

読
解
問
題
な
ら
設
問
や
選
択
肢

の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
線
を
引
け
た

か
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ら
誤
り

を
直
す
だ
け
で
な
く
、
内
容
に

深
み
や
創
造
性
が
あ
る
か
、
細

部
ま
で
丁
寧
に
書
け
て
い
る

か
、
あ
る
い
は
毎
回
同
じ
ア
プ

ロ
ー
チ
で
点
数
が
伸
び
悩
ん
で

い
な
い
か
を
確
か
め
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
も
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

（
評
価
基
準
）
を
読
み
直
す
、

ト
ピ
ッ
ク
の
種
類
を
記
録
す

る
、
質
問
し
た
い
点
を
メ
モ
す

る
な
ど
、
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
重
要
な
の
は
お
子
さ
ま
自

身
が
復
習
の
目
的
を
理
解
し
、

次
の
目
標
に
つ
な
げ
る
こ
と
で

す
。
そ
う
す
れ
ば
復
習
は
単
な

る
作
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
次
の

学
び
を
深
め
る
ス
テ
ッ
プ
と
な

り
ま
す
。 

　

目
標
設
定
と
復
習
を
少
し
ず

つ
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、

試
験
直
前
に
は
自
然
と
深
い
学

び
が
で
き
る
準
備
が
整
い
ま

す
。
ご
家
庭
に
よ
っ
て
取
り
組

み
方
は
異
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
一
貫

し
た
英
語
力
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
経
験
は

受
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
か

ら
の
学
び
を
支
え
る
大
き
な
財

産
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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ブ
ラ
ッ
ド
・
ラ
ン
ダ
ー
Ｎ
Ｙ

市
会
計
監
査
官
は
８
日
、
英
語

を
母
国
語
と
し
な
い
学
生
た
ち

が
十
分
な
英
語
の
指
導
を
受
け

て
い
な
い
と
い
う
監
査
報
告
を

し
た
。

　

同
監
査
官
事
務
所
が

２
０
２
３
〜
24
学
年
度
の
31
件

の
学
生
記
録
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
英
語
学
習
を
必
要
と
す
る

学
生
の
48
％
が
適
当
な
授
業
に

登
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
英
語
指

導
は
Ｎ
Ｙ
州
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
制
定
時
間
以
下
だ
っ

た
。
41
％
は
、
制
定
さ
れ
た
英

語
授
業
の
指
導
資
格
が
な
い
教

員
の
指
導
を
受
け
て
い
た
。
近

年
の
移
民
や
難
民
の
流
入
で
、

公
立
校
で
英
語
指
導
を
必
要
と

す
る
生
徒
は
急
増
し
て
お
り
、

昨
年
は
、
全
学
生
の
う
ち
英
語

学
習
者
が
占
め
る
割
合
は
17
％

に
当
た
る
15
万
２
０
０
０
人
以

上
で
、
過
去
５
年
間
で
12
％
増

加
し
た
。

　

同
市
は
長
年
、
有
能
な
英
語

教
員
の
雇
用
に
苦
悩
し
て
お

り
、
教
員
は
英
語
を
十
分
に
話

せ
な
い
生
徒
と
グ
ー
グ
ル
な
ど

の
通
訳
ア
プ
リ
で
会
話
せ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い

と
い
う
。

　

同
監
査
官
は
声
明
で
「
英
語

学
習
者
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
運
営
は
、
言
語
や
出
身
地
に

関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
学
生
に

平
等
な
ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る

べ
き
Ｎ
Ｙ
市
政
の
仕
事
の
要
で

あ
る
」
と
し
て
い
る
。

公
立
学
校
の
英
語

教
育
は
不
十
分

Ｎ
Ｙ
市
が
報
告
書

mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
mailto:hello@libret.com
https://able-nw.com/newyork/
tel:9176780297
mailto:MFurusho@christiesrealestategroup.com
http://www.kikokushijoacademy.com
mailto:contact@kikokushijoacademy.com
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
い
き
な
り

で
す
が
、
も
う
９
月
で
す
よ

（
泣
）。
買
い
出
し
に
行
く
大
型

量
販
店
で
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
、

場
合
に
よ
っ
て
は
ク
リ
ス
マ
ス

商
品
も
出
だ
し
ま
し
た
（
汗
）。

と
は
い
え
、
こ
こ
南
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
で
も
ず
っ
と
夏
日
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
今
週
か
ら

急
に
涼
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
、
い
よ
い
よ
秋
か
？
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
友
人
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は

も
う
秋
だ
」
と
投
稿
し
て
い
ま

し
た
。
実
は
筆
者
も
来
月
、
い

よ
い
よ
２
０
１
８
年
以
来
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
訪
問
！
ジ
ャ
ビ
ッ

ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る

「
Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
シ

ョ
ー
」
に
「
仕
事
で
」
参
加
予

定
で
、
久
々
の
大
都
会
に
動
悸

が
収
ま
り
ま
せ
ん
（
笑
）。
会

場
で
お
会
い
で
き
る
方
が
い
れ

ば
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

ね
。
さ
て
、
今
月
は
２
０
２
６

年
の
ル
ー
ト
66
生
誕
１
０
０
周

年
に
向
け
た
各
地
の
準
備
に
加

え
、
ル
ー
ト
66
を
支
え
た
特
別

な
友
人
二
人
の
訃
報
、
そ
し
て

歴
史
的
ホ
テ
ル
の
話
題
を
お
届

け
し
ま
す
。
と
、
い
う
こ
と
で

シ
ー
ズ
ン
⑥
、
早
速
始
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■
１
０
０
周
年
へ
の
準
備
着
々

と
　

ま
ず
ア
リ
ゾ
ナ
州
キ
ン
グ

マ
ン
で
は
、11

月
「Route 

66 Museum

の
夜
」
と
題
し

た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
１
９
２
０
年
代
を
テ
ー
マ

に
ジ
ャ
ズ
演
奏
や
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
新
展
示
の
ツ
ア
ー
な

ど
で
盛
り
上
げ
、
記
念
改
修
を

終
え
た
博
物
館
の
お
披
露
目
も

兼
ね
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
テ

キ
サ
ス
州
で
は
州
ル
ー
ト
66
協

会
と
ド
デ
カ
い
ス
テ
ー
キ
で
有

名
な
「
ビ
ッ
グ
・
テ
キ
サ
ン
」

の
主
導
で
、
沿
線
各
地
に
新
し

い
標
識
を
設
置
す
る
大
規
模
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
ま
し

た
。
来
年
度
の
旅
行
者
需
要
を

鑑
み
て
、
従
来
観
光
客
に
「
道

が
分
か
り
に
く
い
」
と
言
わ
れ

続
け
て
き
た
課
題
の
解
消
に
直

結
し
、
地
元
関
係
者
の
期
待
も

大
き
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に
ミ

ズ
ー
リ
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー

ル
ド
で
は
、高
さ
６
メ
ー
ト
ル
・

幅
10
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
ゲ
ー

ト
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
来
年
４

月
に
完
成
予
定
。「Birthplace 

of Route 66

」
の
冠
が
輝
き
、

生
誕
１
０
０
周
年
キ
ッ
ク
オ
フ

イ
ベ
ン
ト
に
華
を
添
え
ま
す
。

加
え
て
市
内
各
所
に
66
体
の

ル
ー
ト
66
ス
カ
ル
プ
チ
ャ
ー
を

設
置
す
る
計
画
も
進
行
中
と
の

こ
と
。
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ー
ト
と

し
て
旅
行
者
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
真
打
、
オ
ク
ラ
ホ
マ

州
カ
ト
ゥ
ー
サ
の
名
物
施
設

「
ブ
ル
ー
・
ホ
エ
ー
ル
」
は
安

全
対
策
を
理
由
に
大
規
模
改
修

に
入
り
ま
し
た
。（
２
０
２
６

年
夏
の
完
成
予
定
）
か
つ
て
人

気
を
集
め
た
「
ア
ー
ク
」
や

「
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
・
パ
ッ
チ
」

も
復
元
さ
れ
、
往
年
の
景
観
を

取
り
戻
す
よ
う
で
す
。
最
後
に

カ
ン
ザ
ス
州
ガ
レ
ナ
で
は
幅
30

メ
ー
ト
ル
の
「
１
０
０
周
年
記

念
ア
ー
チ
」
が
オ
ー
ル
ド
・
ル

ー
ト
66
沿
い
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
竜
巻
で
壊
れ
た
ジ
ョ
プ
リ

ン
の
学
校
体
育
館
か
ら
再
利
用

し
た
部
材
も
使
わ
れ
、
地
域
の

誇
り
を
象
徴
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
と
し
て
話
題
を
呼
ん
で
い
ま

す
。 

■
カ
ス
タ
ネ
ダ
・
ホ
テ
ル
新
体

制
へ

　

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ラ
ス
ベ

ガ
ス
の
に
あ
る「
カ
ス
タ
ネ
ダ
・

ホ
テ
ル 

」
が
、
新
た
に
地
元

出
身
の
経
営
者
グ
ル
ー
プ
に
譲

渡
さ
れ
ま
し
た
。
１
８
９
８
〜

99
年
に
サ
ン
タ
フ
ェ
鉄
道
が
建

設
し
、
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ー
ヴ
ィ

ー
社
が
１
９
４
８
年
ま
で
運
営

し
た
名
門
ホ
テ
ル
で
す
。
荒
廃

し
て
い
た
建
物
を
２
０
１
４
年

に
ア
ラ
ン
・
ア
フ
ェ
ル
ド
氏
が

購
入
し
、
５
年
か
け
て
往
年
の

姿
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
今
回

バ
ト
ン
を
受
け
取
っ
た
の
は
、

地
元
で
「
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
・
ホ

ー
ル
・
バ
ー
＆
カ
ウ
ボ
ー
イ
・

カ
フ
ェ
Ｂ
Ｂ
Ｑ
」
を
経
営
す
る

ル
セ
ロ
夫
妻
と
ロ
ペ
ス
夫
妻
。

も
と
も
と
修
復
チ
ー
ム
に
加
わ

っ
て
い
た
縁
も
あ
り
、「
街
の

歴
史
を
守
り
た
い
」
と
買
収
を

決
意
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
地
元
食
材
を
使
っ
た
レ

ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
を
開
設
し
、

旅
行
者
と
地
域
住
民
の
双
方
に

愛
さ
れ
る
空
間
を
目
指
す
、
と

の
こ
と
で
期
待
大
で
す
ね
。
ラ

ス
ベ
ガ
ス
の
街
自
体
は
ル
ー
ト

66
本
線
か
ら
外
れ
て
い
る
も
の

の
、
１
９
３
６
年
開
通
の
「
サ

ン
タ
フ
ェ
・
ル
ー
プ
」
に
近
く
、

い
わ
ゆ
る「
寄
り
道
ス
ポ
ッ
ト
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ

ス
タ
ネ
ダ
の
新
た
な
挑
戦
は
、

町
全
体
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

■
仲
間
た
ち
の
旅
立
ち

　

こ
の
夏
、
私
た
ち
は
ル
ー
ト

66
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
大

切
な
２
人
の
仲
間
を
失
い
ま
し

た
。

　

テ
キ
サ
ス
州
エ
イ
ド
リ
ア
ン

の
「MidPoint Café

」
を
20

年
以
上
に
わ
た
り
切
り
盛
り
し

た 

フ
ラ
ン
・
ハ
ウ
ザ
ー
さ
ん
。

７
月
31
日
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
の
合
併
症
の
た
め
81
歳
で
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
素
朴
な
料
理

と
温
か
な
笑
顔
で
旅
行
者
を
迎

え
、
名
物
「
ア
グ
リ
ー
ク
ラ
ス

ト
パ
イ
」
は
世
界
中
の
フ
ァ
ン

に
愛
さ
れ
ま
し
た
。
映
画
「
カ

ー
ズ
」の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「Flo

」

の
モ
デ
ル
で
も
あ
り
、
ピ
ク
サ

ー
の
取
材
陣
に
祖
母
の
味
を
思

い
出
さ
せ
た
ト
リ
プ
ル
ベ
リ
ー

コ
ブ
ラ
ー
の
逸
話
は
有
名
な
語

り
草
で
す
。
吹
雪
で
足
止
め
さ

れ
た
客
を
助
け
合
い
の
場
に
変

え
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
彼
女

の
人
柄
は
こ
れ
か
ら
も
永
遠
に

語
り
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　

も
う
一
人
は
、
ニ
ュ
ー
メ

キ
シ
コ
州
サ
ン
タ
ロ
ー
ザ
で

「Route 66 Auto Museum

」

を
創
設
し
た 

ジ
ェ
ー
ム
ズ 

・

コ
ル
ド
バ
氏
、「
ボ
ゾ
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た

が
、
先
日
77
歳
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
若
い
頃
か
ら
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
で
働
き
、
整
備
業
を

経
て
２
０
０
０
年
に
念
願
の
博

物
館
を
開
設
。
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ

カ
ー
の
保
存
と
展
示
を
通
じ
、

ル
ー
ト
66
の
歴
史
を
次
世
代
へ

伝
え
続
け
ま
し
た
。
ボ
ゾ
が
一

か
ら
造
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
は

多
く
の
フ
ァ
ン
を
呼
び
、
遠
く

は
英
国
か
ら
も
買
い
に
来
て
い

る
お
客
と
遭
遇
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
は
気
さ
く
で
面
倒
見
の
よ
い

存
在
と
し
て
慕
わ
れ
、
妻
ア
ン

ナ
さ
ん
と
共
に
協
会
活
動
を
支

え
た
姿
は
多
く
の
人
の
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
感
謝

祭
の
折
り
に
筆
者
が
同
州
サ
ン

タ
フ
ェ
を
訪
問
し
た
際
に
サ
ン

タ
ロ
ー
ザ
ま
で
足
の
延
ば
し
、

ボ
ゾ
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
幸
い
で
し
た
。
今
月
の
写

真
は
彼
の
愛
し
た
博
物
館
と
車

で
す
。
２
人
の
功
績
と
友
情
に

深
く
感
謝
し
、
心
か
ら
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

　

末
筆
で
す
が
来
月
号
は
仕
事

の
都
合
で
お
休
み
を
頂
戴
し
ま

す
。
ま
た
11
月
に
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
！
（
後
藤
敏
之
／
ル
ー

ト
66
協
会
ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
24 

：
１
０
０
周
年
の
準
備
と
仲
間
の
旅
立
ち

1

 第 534 回

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
催

さ
れ
た
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
協

会
（Association of Science-

Technology Centers

：
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
）
の
年
次
大
会
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
私
が
務
め
て
い

る
国
立
科
学
博
物
館
は
団
体
会

員
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
以
降
誰
も
参
加
し
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
ど

の
よ
う
な
会
議
な
の
か
確
認
し

た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
13

年
ぶ
り
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

を
訪
問
し
た
次
第
で
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
は
、
50
か
国

以
上
の
科
学
セ
ン
タ
ー
や
科

学
技
術
の
体
験
施
設
だ
け
で
な

く
、
自
然
史
系
博
物
館
、
動
物

園
、
水
族
館
、
植
物
園
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
、
企
業
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
及
び
科
学
教
育

に
関
心
を
共
有
す
る
そ
の
他

の
組
織
を
含
む
約
７
０
０
の

会
員
が
加
盟
す
る
国
際
組
織

で
。
１
９
７
３
年
に
設
立
さ

れ
、
本
部
は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
印
象
と

し
て
は
、
参
加
者
の
ほ
ぼ
8
割

は
ア
メ
リ
カ
の
博
物
館
関
係
者

で
、
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
か
ら
の
参
加
が
多
い
の
が

意
外
で
し
た
。
毎
年
年
次
会
合

を
開
催
し
て
お
り
、
書
籍
や
白

書
の
発
行
、
専
門
的
能
力
の
開

発
支
援
等
を
主
な
活
動
内
容
と

し
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
支
援
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
本
部
内
に
は

２
０
０
７
年
に
ア
メ
リ
カ
国
立

科
学
財
団 (

Ｎ
Ｆ
Ｓ) 

に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た CAISE

（Center 
for Advancement of Informal 
Science Education

；
生
涯
科

学
教
育
振
興
セ
ン
タ
ー
）
が
あ

り
、
博
物
館
教
育
や
学
習
支

援
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
に
関
す
る

実
践
者
的
な
発
表
が
多
い
の

は
そ
の
た
め
な
の
で
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
は
、Science

、 Technology

、Engineering

、

Mathematics

、
す
な
わ
ち
科

学
・
技
術
・
工
学
・
数
学
の

教
育
分
野
を
総
称
す
る
言
葉

で
、
4
つ
の
分
野
は
密
接
に
関

わ
り
合
っ
て
お
り
、
個
々
の
学

問
を
一
元
的
に
学
ぶ
の
で
は
な

く
関
連
づ
け
て
学
ぶ
と
い
う
教

育
シ
ス
テ
ム
で
す
。
１
９
９
０

年
代
に
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
り
、

２
０
０
９
年
に
オ
バ
マ
大
統
領

が
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
演

説
で
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
の
重
要
性

を
強
調
し
て
広
く
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近
年
は
、

Arts

（
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
）

を
加
え
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
が
世

界
的
に
普
及
し
て
お
り
、
日
本

で
は
、
少
し
遅
れ
て
２
０
１
６

年
に
内
閣
府
がSociety 5.0

（
サ

イ
バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空

間
を
融
合
さ
せ
た
人
間
中
心
の

社
会
）
を
発
表
し
、
２
０
１
８

年
に
文
部
科
学
省
に
よ
る
取
り

組
み
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

大
会
は
、
9
月
5
日
か
ら
8
日

に
か
け
て
「Connectivity

」
を

テ
ー
マ
に
、
市
内
中
心
部
の
モ

ス
コ
ー
ニ
・
ウ
ェ
ス
ト
・
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
お
よ
そ
２
０
０
０
人
の

参
加
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
全

体
会
合
の
ほ
か
は
、
10
以
上
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
同
時
並
行
で
進

め
ら
れ
、
ポ
ス
タ
ー
・
セ
ッ
シ

ョ
ン
等
も
あ
り
、
日
本
か
ら
は

私
の
ほ
か
日
本
科
学
未
来
館
か

ら
3
人
が
参
加
・
発
表
し
ま
し

た
。
興
味
深
い
の
は
、
出
展
者

に
よ
る
ブ
ー
ス
が
並
ぶ
展
示
ホ

ー
ル
で
、
Ｖ
Ｒ
や
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
体
験
型
の
展
示
を
い

く
つ
か
を
堪
能
し
、
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
ベ
イ

エ
リ
ア
に
あ
る
エ
ク
ス
プ
ロ
ラ

ト
リ
ウ
ム
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
等
で
も
関
連

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
無
料

で
入
る
こ
と
が
で
き
、
私
も
チ

ル
ド
レ
ン
ズ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ビ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
栗

原
祐
司
　
国
立
科
学
博
物
館
副

館
長
）

ASTEC
サンフランシスコ大会

http://www.at-newyork.com/
https://www.his-usa.com/package/city/cun/list/?utm_source=nyseikatsu&utm_medium=banner&utm_campaign=cancun2025
tel:2122136069
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日
本
の
伝
統
と
多
様
性
が
織

り
な
す
活
気
あ
ふ
れ
る
文
化

祭
ー
ス
タ
イ
ル
、
動
き
、
遊

び
、
味
わ
い
、
そ
し
て
ウ
ェ
ル

ネ
ス
が
繋
が
り
、
友
情
、
そ
し

て
世
界
平
和
へ
の
共
通
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
生
み
出
す
場
と
し
て
13

日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ジ
ャ
パ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
特
設
会
場
で
、
日

本
の
カ
ル
チ
ャ
ー
と
多
様
性

を
表
現
す
る
イ
ベ
ン
ト
「NEO 

JAPAN

」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

食
、
ダ
ン
ス
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
を
通

し
て
、
多
種
多
様
な
人
々
が
国

境
を
超
え
て
交
流
す
る
こ
と
で

世
界
平
和
を
目
指
す
イ
ベ
ン

ト
。
主
催
は
プ
ラ
ス
サ
イ
ズ
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
桃
果
愛

さ
ん
。
大
勢
の
買
い
物
客
た
ち

が
ス
テ
ー
ジ
や
ラ
ン
ウ
エ
ー
を

楽
し
ん
だ
。

　
　

　（
写
真
撮
影
・No.44

）

日
本
の
伝
統
と
多
様
性

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
披
露

NEO JAPAN

国
際
色
華
や
か
に

NYファッションWeekの裏舞台
ヘアメイクで支える
日本チームが大活躍

ランジェリーのファッションショーも開催（本紙撮影）

桃果愛さん
主催イベント

　

９
月
13
日
に
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
ウ
エ
ス
ス
ト
の
会
場
で
開

催
さ
れ
た
Ｎ
Ｙ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ウ
イ
ー
ク
の
ラ
ン
ウ
エ
ー
で
、

ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
エ
ス
テ
ラ
、
カ

イ
ラ
・
ク
リ
ス
、
サ
イ
モ
ン
・

ア
ン
ド
レ
ス
、
ナ
オ
・
ホ
シ
ノ

の
ブ
ラ
ン
ド
の
ヘ
ア
メ
イ
ク
を

担
当
し
た
谷
脇
有
香
さ
ん
の
チ

ー
ム
が
日
本
か
ら
参
加
し
た
。

　

谷
脇
さ
ん
は
「
今
回
私
た

ち
は
は
、
マ
イ
・
ラ
ン
ウ
エ

ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（My 

Runway Project 

）
の
ヘ
ア

メ
イ
ク
チ
ー
ム
を
作
り
、
Ｎ
Ｙ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
2

度
目
の
参
加
を
し
ま
し
た
。
刺

激
的
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
現

場
で
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ス
タ
イ

リ
ス
ト
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
合
わ
せ

て
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出

す
の
は
刺
激
的
で
楽
し
い
で
す

ね
。
多
様
な
感
性
に
触
れ
る
機

会
を
い
た
だ
け
て
や
り
が
い
を

感
じ
て
ま
す
」
と
大
舞
台
を
や

り
終
え
た
感
想
を
話
し
た
。

https://shopnyseikatsu.com/
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EVENT
■ジャパンフェス＝ 9/20・21  10:00-18:00  20日：
UWS（Broadway, 115th- 116th st）、21日：UWS
（Broadway, 93rd - 94th st）今回はアッパーウエ
ストサイドで開催。さまざまな日本食や雑貨、アー
ト、音楽などが楽しめる人気ストリートフェア。
おにぎり、弁当、ラーメン、たこ焼き、シュークリー
ムなどが出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■インターフェイス平和の集い＝ 9/21  15:30　天
理文化協会（43 W 13th St.）NY平和ファウンデー
ション（代表：中垣顕実法師）による国連国際平
和デーに合わせたイベント。広島・長崎の反省
セッション、日本への平和巡礼ツアー報告、元国
連事務次長兼高等弁務官チョウドリー大使による
基調講演が行われる。16:30から宗教間平和のた
めの祈り、17:30からユニオンスクエアにあるガ
ンディ像への平和ウォークも実施。参加費：任意
寄付＄10。問い合わせは電話 646・797・7982、
Ｅメール HeiwafoundationNY@gmail.com まで。
■ NY交通博物館のバス・フェスティバル＝ 9/21  
10:00～ 15:30   Brooklyn Bridge Park　1974年ま
で走行していた31年製の2階建バス「ベッツィー」
をはじめとした 4大ビンテージバスを中心に、90
年以上のバスの歴史を物語る展示会。すべての車
両が乗車可能で、ＮＹ交通博物館のポップアップ
店も開設。入場無料。事前予約をすると＄100の
家族会員証が抽選で当たるラッフルに参加でき
る。
詳 細 は https://www.nytransitmuseum.org/
busfestival/
■ NYCブロードウエーウィーク＝ 9/21まで　ブ
ロードウエー・ミュージカル 2枚分のチケット
が 1枚分の値段で購入できる秋の恒例イベント。
「ウィキッド」「シカゴ」「アラジン」などのロン
グラン作品から、マイケル・ジャクソンの半生を
描いた「ＭＪ」、アリシア・キースの歌が満載の「ヘ
ルズキッチン」など 24作品が参加する。
詳 細 は https://www.nyctourism.com/broadway-
week/
■第 99回サン・ジェナーロ祭＝ 9/21まで　Little 
Italy（On Mulberry St.） リトルイタリーの毎年恒
例のお祭り。イタリアのお菓子やデザートの販売、
宗教的行事やパレードの他、ほぼ毎日無料のコン
サートが楽しめる。
詳細は https://sangennaronyc.org/

CLASS/SEMINAR
■アートセラピーワークショップ＝ 9/24  11:00
＆ 19:00  アジア人初の NYアートセラピー協会会

長の原田真樹子が主催する 日本語でのオンライ
ン・アートセラピーワークショップ。アートセラ
ピーで心のケアをする。紙とペンを用意する。参
加費：＄35　問い合わせ・申し込みは Eメール
lucky@artforwellness.com
■セミナー「捨て活道」＝ 10/10  18:00  会場は
参加者に通知される。「捨て活道」とは、モノ・
思考・人間関係など不要なものを手放すことで心
を整え、人生を豊かにする実践。セミナーではそ
の哲学と具体的な実践法を体験する。講師は捨て
活マスターの山崎悦子さん。定員 30人。
詳細は https://sutedony-etsuko.hp.peraichi.com/
main
■河合塾帰国生大学入試説明会 2025＝オンラ
インによるライブ配信で 10/12、26、11/9、23、
12/7、21日の各日曜日、13:00～ 15:00  帰国生大
学入試の概況と今度の受験対策として、①帰国生
入試の基礎知識と海外在住中の心構え、②主な大
学の最新入試情報と受験攻略法、③河合塾海外帰
国生コースのカリキュラムの特徴などを進学アド
バイザーが説明する。定員は各日程 100家庭。希
望者は実施日前の金曜午後 4時までに参加フォー
ム（https://forms.offi  ce.com/r/6XcBRr3hB5） か
ら申し込む。

MUSIC
■大江千里トリオ・スペシャルライブ＝ 9/19・20　
19:00/21:30  Birdland（315 W 44th St.）NY在住
ジャズピアニスト・大江千里のコンサート。共演
は、マット・クロヘシー（ベース）とロス・ペダー
ソン（ドラム）。特別ゲストとして歌姫ローレン・
キンハンを迎える。入場料：$35.46～ $45.76
詳細は https://www.birdlandjazz.com/
■矢野顕子トリオの NY コンサート＝ 10/5　
20:00　Sony Hall（235 W 46th St.）矢野顕子ト
リオによるライブ。出演は矢野のほか長年の NY
在住ミュージシャンフレンズ、ウィル・リー（ベー
ス、ボーカル、シンセサイザー）と、クリス・パー
カー（ドラム）。入場料：$40.55～ $58.16。
詳 細 は h t t p s : / / s o n y h a l l . c o m /
shows/?eid=14479643
■三味線奏者・上妻宏光の NY 公演＝ 11/15　
19:00　Symphony Space（2537 Broadway at 
95th St.）ソロデビュー 25周年を記念したツアー
「生一丁！」のＮＹ公演。今回はゲストにチェロ
奏者の玉木光を迎え、津軽じょんから節、津軽あ
いや節、津軽よされ節等の代表的な津軽民謡のほ
か、三味線とチェロによる編曲作品を披露する。
入場料：$45～ $55
詳細は https://www.symphonyspace.org/

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
中
村
天
平
が

10
月
5
日
（
日
）
午
後
５
時
か

ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ピ
ア
ノ

ア
カ
デ
ミ
ー
（
西
１
０
５
丁
目

１
６
５
番
地
）
に
て
無
料
コ
ン

サ
ー
ト
「Tempei Nakamura 

solo piano concert in NYC

」

を
開
催
す
る
。

　

中
村
は
神
戸
出
身
。
中
学
時

代
に
阪
神
大
震
災
で
自
宅
が
全

壊
。
高
校
は
半
年
で
中
退
し
、

解
体
業
に
従
事
し
た
。
17
歳
か

ら
音
楽
を
始
め
、
音
楽
専
門
学

校
を
経
て
大
阪
芸
術
大
学
演
奏

学
科
ピ
ア
ノ
コ
ー
ス
に
進
学
し

首
席
で
卒
業
。
２
０
０
６
年
か

ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヘ
留
学
。
08

年
に
Ｅ
Ｍ
Ｉ
よ
り
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ

ー
。
２
０
１
０
年
に
は
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
で
の
デ
ビ
ュ
ー
を

果
た
し
た
。
以
降
毎
年
ア
メ
リ

カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ツ
ア
ー
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
争
開

始
後
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
た
め

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
や
現
地
で
の
演

奏
活
動
に
加
え
、
大
阪
芸
術
大

学
の
客
員
教
授
も
務
め
る
な

ど
、精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

ピアニスト中村天平
10月５日無料コンサート

　

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る

和
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
マ
カ
リ
（
３
番
街
97
番
地
、

12
丁
目
と
13
丁
目
の
間
）
は
秋

の
セ
ー
ル
を
実
施
中
。
明
治
か

ら
昭
和
に
か
け
て
つ
く
ら
れ
た

輪
島
塗
り
（
石
川
県
）、
越
前

漆
器
（
福
井
県
）
や
浄
法
寺
塗

り
（
岩
手
県
）
等
の
お
椀
を
30

％
オ
フ
で
販
売
し
て
い
る
。

　

現
在
、
日
本
で
流
通
し
て
い

る
漆
（
う
る
し
）
の
97
％
が
中

国
な
ど
か
ら
の
輸
入
に
よ
る
も

の
で
、
国
産
は
３
％
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
７
割

が
岩
手
県
二
戸
市
の
浄
法
寺
地

域
を
中
心
に
い
ま
も
生
産
さ

れ
て
い
る
。
重
要
文
化
財
の

修
復
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る

貴
重
な
浄
法
寺
漆
を
使
用
し

た
漆
器
は
、
丈
夫
で
使
う
ほ

ど
に
美
し
い
艶
が
増
し
、
何

世
代
に
も
わ
た
り
長
く
使
い

続
け
ら
れ
る
と
し
て
人
気
が

あ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・９
９
５
・５
８
８
８
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://www.themakari.com

を
参
照
す
る
。
月
曜
定
休
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
マ
カ
リ
で

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
椀
セ
ー
ル

　

メ
ッ
ト
オ
ペ
ラ
の
２
０
２
５

〜
26
年
シ
ー
ズ
ン
が
21
日
に
開

幕
す
る
。
今
年
は
新
作
「
カ

ヴ
ァ
リ
エ
＆
ク
レ
イ
の
驚
く

べ
き
冒
険
（The Amazing 

Adventures of Kavalier & 
Clay

）」
が
21
日
（
日
）
か
ら

10
月
11
日
（
土
）
ま
で
、
全
７

回
上
演
さ
れ
る
。
米
作
家
マ
イ

ケ
ル
・
シ
ェ
イ
ボ
ン
の
ピ
ュ
ー

リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
受
賞
小
説
を
基

に
し
た
こ
の
舞
台
は
、
第
２
次

世
界
大
戦
勃
発
直
前
の
時
代
を

舞
台
に
、
２
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が

反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
ス
ー
パ
ー
ヒ

ー
ロ
ー
を
考
案
し
、
ア
メ
リ
カ

を
ナ
チ
ズ
ム
と
の
戦
い
に
巻
き

込
も
う
と
独
自
の
コ
ミ
ッ
ク
シ

リ
ー
ズ
を
立
ち
上
げ
る
物
語
。

ナ
チ
占
領
下
の
プ
ラ
ハ
、
喧
騒

に
満
ち
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
そ

し
て
コ
ミ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
の
３
つ

の
世
界
を
行
き
来
す
る
。
音
楽

監
督
ヤ
ニ
ッ
ク
・
ネ
ゼ
＝
セ
ガ

ン
が
初
日
公
演
を
指
揮
し
、
バ

リ
ト
ン
歌
手
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
フ

ィ
ロ
ン
チ
ク
が
ジ
ョ
ー
・
カ
ヴ

ァ
リ
エ
役
で
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

歌
劇
場
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。

シ
ー
ズ
ン
中
は
「
ト
ゥ
ー
ラ
ン

ド
ッ
ト
」「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」

「
蝶
々
夫
人
」
な
ど
が
上
演
さ

れ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://www.

metopera.org

を
参
照
す
る
。The Metropolitan Opera

メ
ッ
ト
オ
ペ
ラ

新
作
上
映
中

https://shopnyseikatsu.com/
mailto:lucky@artforwellness.com
https://sutedony-etsuko.hp.peraichi.com/
https://www.birdlandjazz.com/
https://www.symphonyspace.org/
https://www.japanfes.com
mailto:HeiwafoundationNY@gmail.com
https://www.nytransitmuseum.org/
https://www.nyctourism.com/broadway-week/%E2%96%A0%E7%AC%AC99
https://www.nyctourism.com/broadway-week/%E2%96%A0%E7%AC%AC99
https://www.nyctourism.com/broadway-week/%E2%96%A0%E7%AC%AC99
https://sangennaronyc.org/
http://www.themakari.com
http://www.themakari.com
http://www.themakari.com
http://www.themakari.com
https://www.metopera.org
https://forms.office.com/r/6XcBRr3hB5



